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発刊 に当た って

「活用する力」 を伸ばす研究に取 り組んで 2年 目が終わろうとしています。

本年度は,研究協力校 1校 (増 毛中学校 大石教綸),研 究協力員 2名 (初 山別中 高本

教諭,留萌小 須田教論)の検証授業をメインに,実 践的な研究を進めて参 りました。お

忙 しい中,授 業公開いただいた各先生方に厚 く感謝申し上げ ます。

「活用する力」の育成を目指 した授業構築は,大 変難 しかった ことと思います。研究所

としまして も,明 確な ビジョンや理由を打ち出せないまま授業づ くりをお願いすることに

少なか らず責任を感 じていた次第です。それほど,本研究テーマは奥が深 く, とらえどこ

ろのないものだったよ うな気が致 します。

「活用する力」そのものは,単独で存在するものではな く,基礎的・基本的な力や,学

習への意欲等 とあいまって総合的に発揮 されるべきものなのか もしれません。単に全国学

力調査の B問 題の結果の底上げ という単純な発想では解明できない,奥の深い力ともいう

べきものなのだ と思います。 「活用する力」 を身に付けた子 どもは,「生きる力」 を身に

付けた子 どもであ り,「生きる力」を身に付けて こそ.困難な出来事や新 しい課題に立ち

向か うことができるものなので しょう。そんな ことを感 じさせ られた 1年 で した。

さて,来 年度は 3年 次 目のまとめの年 とな ります。更に 3つ の検証授業が予定されてお

り,素 晴 らしい子 どもたちの姿を見せていただけるものと期待 してお ります。研究所 とい

た しましても,私 の個人的感想はさておいて。 「活用する力」の本質を見極め,そ れな り

の結論を導かなければな りません。本年度明 らかになった成果 と課題をもとに,地 に足の

着いた研究に取 り組み,管内の先生方の 日々の実践に少 しでも役立つ資料提供ができれば

と考えてお ります。 ここ数年来,関係の皆様の了承を得て,検 証授業を広 く管内の先生方

に公開 してお りますので,ぜひとも多 くの皆様のご参鋼をお待ち してお ります。

留萌教育局は じめ,管 内の各市町村教委,並びにご支援,ご協力いただきました各学校

に哀心よ り感謝 とお礼を申し上げ,発刊の言葉 とさせていただきます。

平成 26年 3月

留萌管内教育研究所

所 長 中 村 延
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今日的な学校

機育の諄日か

ら

これまでの研

究及び管肉の

実饉から

道研違研究主

題とのかかわ

りから

21世紀は新しい知識・情報・技術が政治・経済・文化をはじめ社会のあらゆる

領域での活動の基盤として飛躍的に重要性を増す「知識基盤社会」の時代といわれ

ている。このような社会において,確かな学力.豊かな心.健やかな体の調TElを 重

視する「生きる力」を育むことがますます重要になつてくる。

また.児童生徒の国際的な学力調査においても思者力.判断力.表現力等を問う

読解や3E述式の問題,知識・技能を活用する問題に課題があるとされている。この

ようなことから,今,子どもたちに用者力・判断力・表現力を身に付けさせ,学ん

だことを日常的な場面で活用できる力を青むための教育が求められている。

本研究所では,これまで5次に及ぶ共同研究に取り組んできた。前回は確かな学

力について研究を行い.成果と課題を明らかにしたところである。また,研究を進

めるにあたっては,留萌管内の実態に合わせた教育現場で活用できる研究を心がけ

てきた。

今回新たに研究テーマを設定するにあたり,平成19年度から実施されている全

国学力・学習状況調査の結果を踏まえ,管内の児童生徒は,いわゆる主として『活

用』に関係する問題に課題があることが指摘されていたため,この研究テーマは教

育現場ですぐ生かされるであろうと考えた。

また,「活用」に焦点をあてた研究を進めることは学校のテーマとしてなかなか

なします,研究所だからこそ積極的に取り組むことができるテーマではないかと考

えた。

北海道教育研究所連盟 (道研連)では。第 14次共同研究において実践的な指導

力の向上を図るこれからの教員研修の在り方を目指し「実践的な指導力の向上を図

る教員研修の改善」を研究主題に掲|プ,3カ年継続研究を進めてきた。昨年度で終

了し。今年度は,新研究テーマを立ち上げ.研究に取り組むことが9月の全道大会

において決定した。

教員の実践的な指導力の向上を図る研修を行うことで,現状の学校教育の課題で

ある「子どもが意欲的に知識・技能を習得し,活用する力を身に付け,また学習習

慣,生活習慣等を改善していこう」とするねらいが見られる。「知識・技能を習得

し活用する力や学習意欲を高める」については,本研究の根幹にあたる事項である

ことから,本研究を推進することにより,道研連研究主題解明の一翼を担うことが

できると考える。

-1-



活用力を向上

させる

全国学力・学

冒3況調査に

おける北海道

の現状

平成19年度全国学力・学習状況調査飢 小学校第6学年及び中学校第3学年

を原則として全児童生徒を対象に,4月 24日に実施された。

調査の内容は,教科に関する調査 (国膳と算数・数学。平成24年度は理科が

追力0)と生活環境や学習環境等に関する質問紙調査 (児童生徒対象と学校対象)

がある。教科に関する調査については,主として「知臓」に関する問題と,主と

して「活用」に関する問題の2種類からなつている。主として「知臓」に関する

問題は,①身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影口を及ぼす内容や。

②実生活において不可欠であり常に活用できるようになつていることが望ましい

知臓・技能などを調査するものである。主として「活用」に関する問題は,①知

議・技能等を実生活の様々な場面に活用する力や。②様々な課題解決のための構

想を立て実践・評価 。改善する力などに関わる内容を調査するものである。

以来平成25年度の実施まで過去7度に渡つて実施されてきた。平成22年度

までの結果については,周知の通り北海道の正答率は全国平均より低く,特に活

用力を間うB問題の正審率は,50%近 くを推移するレベルである。

正答率 (%)

こで.研究所として活用する力を伸ばすためには,どのような指尋を心がけてい

けばよいのかを今年度からの3か年の経続研究のテーマとしていくことにした。

また。全国学力・学習状況調査に合わせ。国田,算数・数学,理科を研究の教科の

対象とし。それぞれの教科でどのように進めていけばよいかの理論研究を進めた。

学習18導の改善,開発が重要であるという点から,本研究では実践授業を重視

する。

理論研究にとどまらず,授業を通しての実践研究は,理論の検証や18導法の改

善を効果的に進めることができると考えた。また,授業研究を重ねることにより。

教師の技■はもとより,子どものよりよい成長を図り。さらにこれから必要とな

る学習指尋の様子を各学校に発信できる。

授業実践を重ねながら.研究を深めていきたい。

国語B

算数B 正答率 (%)

年 度 H19 H20 H21 H22

北 海 道 58.6 47.7 51. 5 43.8

全 国 63.6 51. 6 54.8 491-495

※平成22年度は抽出校による結果

活用を苦手とする北海道における実態は,日萌管内でも同様の現状である。そ

研究所のEH

学冒編導の

実鵬的研究

年 度 H19 H20 H21 H22

北 海 道 58.0 46.4 45.9 71. 2

全 国 62.0 50.5 50.5 777-780
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算
数
・数
学
科

◇

◇

論理的に思者できる子ども

思者したことを効果的に表現できる子ども

:なりました。このことから～ことが
,::〕

国
語
科

前,やったのににてるな。

同じように考えて解けないかな?(類推的)

洗濯機に水をためていくと

2分のときは,6Lに なる。3分のときは,

4分のときは,……

そうしたら式は,どうなるかな?(帰納的)

9Lになる。

ここが平行だとすると△ABCは ,二等辺三角形になる。だから

…… (演繹的)

私はこう思います。なぜなら○行日に～と書かれていることや

○行日に～と書かれているからです。

私は,～と思います。なぜなら前にやった実験でこういう

結果が出ていたからです。
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(1) 研究期間

平成24年度から平成26年度までの3か年継続研究

(2)研 究領域

(3) 研究の方法

①

　

②

③

国語科,算数・数学科,理科

研究員会議や研究協力校・研究協力員との合同研究会議,道研連との共同研究などを通

して,研究内容の検討や交流を行う。

研究協力校及び研究協力員による授業実践を通して,研究内容についての検証を進める。

研究のまとめとして,各年度末には研究紀要を発刊する。

む
ρ
リ

ヽ`〈),
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(4) 年次計画

祖点 1「指導計画の工知 視点 2「考える●の工夫J 視点 3「表現する場の工夫」

【算敏 数学:

情颯の分析・解釈や選択をさせたり 他

教科とのつながりを感じさせたりする日

日の工失

・ 目標違成に向けた指導計百の工夫と振り

返り同目の位置付け

:瑾科】

●I魚 との出会いを 二人し.基礎的 基本

的な知餞及び技能を活用 して鳳題 を解決

する活麟の工夫

・観察・奥験を中核とした同■解決学習の

T夫

・実験結果・考察を基に結

“

を導き出し―

般イヒする活動の工夫

:算 薇 数学】

閥題場面を把撮し,解決に向かう見通しを

もたせる0の工夫

・協道を立てて考えることにより思考を課め

る活動の工夫

・振り返つて考え.一般化したり.発展的に

考えさせたりする活動の工夫

:理科 :

・魔習の知餞や生活縄験と口牒付けて考え.

予想や仮腱を立てさせる場の■夫

・結果を基に鷹習知餞と関係付けて,考察

させる場の工失

・結nを■理する●のI夫

:=歓・数学 :

・考えたことを回や表. グラフ.式

等を用い.文章として表現する活

動の工夫

・ 自分の考えやその理由を説明した

り他の考えを聞いたり,饒明した

りする活動の工夫

【理科】

・ 自然事魚から考え.間■を見いだ

し.壼習の知餞や生活経験と関係

付けて考え,予想や仮説を腱明す

る●の工夫

・a● ■験を計画実行 1.絆果を基

に魔留の知餞と関係付けて,考察

したことを説明する●の工夫

・整理した結

“

を,餃明する活動の

工夫

情口の分析 解釈や選択をさせたり. 日常生活の■面や他の

教科とのつながりを感 じさせたりする間日の工夫

・ 目凛逮威に向けた指導al目の工夫と長 り返り閥用の位置付け

I理科】

・●象との出会いを■失じ.I●的・基本的な知餞及び猥能を

活用して凛■を解決する活動の工夫

観察 実験を中核とした日■解決学習の工夫

・実験結果・■察を基に結nを導き出し,一般化する活動のエ

失

:口薔】

・言語活動の工夫

・指導事項.指導内容の明

“

化

・問■場面を把握 し,解決に向かう見通しをもたせる●の工夫

・ 筋遺を立てて考え,考えたことを回や豪.グ ラフ 式,と 関

係付けて,文 章として表環し,腱明する●の工夫

・機り返つて考え,一般化したり,発展的に考えさせたりする

●の工夫

:瑾科】

・晨習の知凛や4L活饉験を関係付けて考え.予想や仮餃を立て.

説明する場の工夫

・観察 実験を計百実行し,結果を基に既習の知●と関係付けて

考察し.説明する●の工夫

・結

“

を整理し.■明する●の工夫

:国 饉1

・テキストの文章を標

“

に,意見を考え記述する●の工夫

自分の感じたり,考えたりしたことを籠潔に表現する●の■

夫

・ 目的に応 して多様な文章や贅料を崚み.考える●の工夫

視点 1「指導計画の工夫」 祖点 2「考え,表現する場の工夫J

活用力を向上させる学習指導
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(5) 今年度の31画

4月 ・年間81画立案

。研究協力校,研究協力員の確認と決定

道研連定期総会

【4月 19日 (金 )】

5月 合同研究会議に向けた準備

6月 ・第3回合同研究会議

(今年度の研究の推進)

。今年度の研究に関する理論研究

7月 。今年度の研究に関する理論研究

。視察研修 秋田県大館市7月 12日 {金 )

北海道教育研究所連盟夏季研究所員研

修会

【7月 30日 (火)～ 31日 (水 )】

8月 。今年度の研究に関する理論研究

9月 第 1回検証授業指導案検討

第 1回検証授業 初山局」中学校 数学科

第4回合同研究会議

・第68回北海道教育研究所連盟研究発

表大会 (01路大会)

【9月 5日 (木)～ 6日 (金 )】

10月 。第 2回検証授業 増毛中学校 理科

・第5回含同研究会議

11月 ・第3回検証授業 留萌小学校 国語

。第6回合同研究会議

12月 ・今年度の研究の成果と課題について

1月 ・研究紀要編集作業

2月 第7回合同研究会議

今年度の研究の成果と課題について

研究紀要原稿の編集と校正

留萌教育局との合同研修会

3月 ・研究紀要第 19号発刊
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活用力を向上させる学留指導の実践的研究
～学習過程における場の工夫を通して～

畢

目指す子ども像

○論理的に思者できる子ども

○思者したことを効果的に表現できる子ども

畢

【算・数】単元終末段階の活用問題へ至るまでの指導●t画 を工夫 し,思者

・判断・表現する場を学習過程の中に位置付けて指導 してい<
ことで,子 ともたちの活用力を向上させることができる。

事象との出会いを工夫 し,基礎的・基本的な知識及び技能を活

用 して課題を解決させる。また,思 考・判断・表現する場を学

習過程の中に位置付けて指導 してい<こ とで,子 どもたちの活

用力を向上させることができる。

単元の指導事項を明確にし,単 元を■く言語活動を位置付け充

実させる。また。そこに至るまでの学習指導の内容を明確化 し

たり表現する場を充実させたりしていくことで,子 どもたちの

活用力を向上させることができる。

【理 科】

【国 語】

畢

1視点1〉 書旨導 計 画 0工 夫
卑

文章による表■の青咸
綸理的思考力の育成

用力が向上した子ど
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[1国語科の研究:こついて   〕

12視点につしヽて    〕



【国語科における研究について】

1 全目学力・学目状況日童の実施について

全国学力・学習状況調査が43年ぶりに復活 (前は全国学カテス トという名称)するに至った

直接の契機は,OECDが 2003年 に世界41ヶ 国の 15歳の生徒を対象にして実施した国際

学習到達度調査 (PISA2003)で 読解力の順位が前回 (PISA2000)の 8位から

14位に低下したことと言われている。

日本の読解力の得点が低かった要因には,自 由記述問題で無解答が多かったことがあげられる。

これは, PISA調 査で問われる読解力は,「論理的に読んで,読んだことについて自分で考え

て,読んだことを根拠にして自分の意見を表現する。」であるのに対し日本で行われていた「読

解」は,文章の内容や登場人物の心情を正確に理解することが主であることがあげられている。

このPISA調 査の結果をもとに,文部科学省で出された「読解力向上に関する指導資料 。P

ISA調査 (読解力)の結果分析と改善の方向」 (平成 17年)で 5つの課題を提示し,改善の

具体的な方向として,次の7項目の指導のねらいを設定している。

①テキス トを理解・諄優しながら

"む
力を目めること

(1)目 的に応じて理解し,解釈する鮨力の育成

目的に即してテキス トの意味や構成を理解したり,細部と全体との関係を考えたりして,筆
者の表現意図を解釈する力を高める必要がある。そのためには,読む目的を明確にもち,筆者

はなぜこのような書き方をしているのかを考えながら読む学習指導の必要がある。

(2)諄●しながら読む鮨力の育成

書かれた文章を自分のフィルターを通して読み進める能力の青成である。書かれた主張の根

拠や理由は明確か,引用や数値は正確か,目 的に沿つた表現法がとられているかなど,評価し

つつ文章を読む能力を育成しなければならない。そのためにも,意見文を読んで,その根拠や

筋道の妥当性を検討する学習や討議会などで一つのテーマについて,異なる立場から情報を集

めて餞繭することなどの学習に取り組むことが大切となる。

(3)凛題に即応した読む鮨力の育成

課題解決のために読む。説明を書くために読むなどといった課題に即した読む能力を高める

ことが求められている。何のためにそのテキス トを読むのか,読むことによってどういうこと

を目指すのかといった目的をもった読みを日常的に指導しなければならない。

②テキス トに基づいて自分の考えを書く力を目めること

(1)テキス トを利用して自分の考えを表現する能力の育成

テキストに書かれている事柄を相互に関連させたり,必要な部分を引用したり,自 分の体験

とを結び付けたりして,自 分の考えを書く力の育成である。テキス トを要約したり,再構成

したり。複数の事柄を組み合わせて自分の考えをつくり上げたりする学習を展開する必要があ

る。

(2)日常的。実用的な言語活動に生かす能力の育成

「生きて働く言葉の力」の育成が求められて久しい。何に「生きて働く」かといえばそれは

日常の言語生活に「生きて働く」のである。読書への発展もそうであろうし,特別活動や総

合的な学習の時間といつた他領域への学習発展もそうであろう。他教科,他領域との関連を

考えた国語力の育成が今後一層必要になると思われる。
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③様々な文章や資料を読む機会や,自 分の意見を述べたり書いたりする機会を充実すること

(1)多様なテキス トに対応 した読む能ノJの 育成

H的 に応 して多様な文章や資料を読む能 力の育成が求められている。 文学的文章に偏ること

なく 新聞記事や雑誌.論説文や説明文をはじめ,カ タログやマニュアル・ パンフレットなど,

多様な文卓を読む ノJを 養う必要がある。 こうしたテキストには 図表やグラフといった 「非連

続型テキス トJl)含 まれるが,そ うい ,た テキストの読解は、 日常 11活や社会41活 を送るうえ

で重要な能 力といえる。

(2)自 分の感 じたことや考えたことを簡潔に表現する能力

先のPISA調 査は  「
rl山 記述Jの 設間に対する無「1答 率の多さが日立ち. 自分の考えを

述べたり, メ,いた りする力が落ち込んでいることを魚l実 に物11つ ている。読んだ り]ヽ いたりし

たことについて,自 分の感 じた り考えた りしたことを簡潔に表現する能力を育成することが求

められている。そのためには,日 常の授業の中で,常に自分の感想や意見をもつ指導、その感

想や意見を表現する指導を意図的に行う必要がある。

2 国語科の B問題の分析 について

平成21年度小学校 B問題2(2)(話 すこと聞くこと)  正答率220%無回答率171%
非連続型テキストを含む問題 (上記 3の(1))表の条件を読み自分の意見を書く (3の②)こ と

が求められている。限定された立場に立って思考することに課題が見られる。
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非連続型テキス ト (グラフ表)を含む問題 (3の l)「グラフの変化」 「内容を結び付けて書

く」 2つ の条件に即 して書 く (2の l)こ とが求められる。 目的や意図に応 して,事実や意見な
どを関係付けながら書 くことに課題が見られる。

平成20年度

小学校 B問題 3(1)
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０
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０
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０
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．
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０
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０
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０
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０
一
夕

”
い
の
で
し
３
う
●

●
三
百
え

　
い
い
と

こ
ろ
ｒ
ｉ
ィ

一
た
０
．
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０
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Ｃ
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０

，
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Ｈ
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Ｈ
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０
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こ

，
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―
ン
●
■
●
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て
　
そ
の
●
一
●
■
０
し
を

，
い

θ̈
一

一　　　　̈

平成22年度中学校 B問題 2(3) 正答率413% 無解答率129%
資料の修正の方法を選択 し 修正の具体的なやり方とその理由を書く問題。 (1の 2)修正の

理由を書くことに課題が見られた。

(● 月 ●ん0`● カード)く0● ●
^●

こ●カー r)〈

“

口●た0こ●カー ド〉

0●●●■ t内人●
17てく,Ⅲ

-3-,そミ51●● !ヽP

(●■ ●
^●

●介してくIt t`● |● ― r)

平成 19年度中学校 B問題 3(3) (書 くこと) 正答率410% 無解答率144%

中学生が作 った 3枚の広告カー ドと店長が紹介 した広告カー ドを比較して,そ の違いを説明する間

題。多様なテキス トに対応 した読む能力が問われている。 (3の 1)広告カー ドだけではなく 文章

から加えてほしい視点を読み取る必要がある。 (1の 23)複 数の資料を比較 して 共通点や相違点

を整理 した上で自分の考えを述べることに課題が見られる。
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今
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太
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誕
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０
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需
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ｍ
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市
“
Ｌ
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２
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０
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。
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澁
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ち
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、
今

年
で
“
ロ
ロ
を
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え
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。
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幸
に
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り
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る
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地
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は
、
今
年
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多
く
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フ
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ン
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ま
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た
。

友
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一
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０
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薔
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．
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．
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Ｃ
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３
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．
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０
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薇
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．
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０
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０
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Ａ
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＾
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５
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５
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す
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平成22年度中学校 B問題 1(3)(読 むこと〕

正答率431% 無解答率49%
非連続型テキストを含む問題 (3の■)新聞

記事を読み,興味をもった記事を選択して感想
を書かせる問題。 (3の1l12)記事の文を自分
の意見のようにして書き, 自分の感想を具体的
に書くことや.記事のどの部分に興味をもった
のかを明確に示すことに課題が見られた。
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学目指導要領から■み解く目薔科の■本的な考え方

(1)伝え合うカ

「伝え合う力Jは,平成 10年版の学習指導要領改訂の際。小 。中・高等学校の国語科の教

科目標に位置付けられた。小・中学校の教科目標は次の通りである。

国語を適切に表現 し正確に理解する能力を育成 し,伝え合う力を高めるとともに,

思考力や想像力及び言語感覚を養い,国 話に対する関心を深め国語を尊重する態度を

育てる。 小学校学習指導要領解説 口幡編 平成 10年

国語を適切に表現 し正薇に理解する籠力を育成 し,伝 え合う力を高めるとともに,

思考力や想像力を養い言語感覚を豊かにし,国語に対する認識を深め国語を尊重する

態度を育てる。 中学校学習指導要領解説 国語編 平成 10年

この教科目標は,そのまま平成 20年版学習指導要領にも引き継がれた。

このことに関して文部科学省教科調査官水戸部修治 氏は,「国語科が目指す国語の能力は,

単に伝達技能を高めたり,所与の文章を正確に読み取つたりすることにとどまらず,知的活動や

コミュニケーション.感性 。情緒の基盤であるという国語のもつ特質を踏まえたものとして捉え

る必要がある。つまり,言葉の学びを通して思考力や判断力を高めたり,自 己を表現したり,互

いの思いを通じ合わせたりするといった幅のある能力感を描くことが重要なものとなる。Jと述

べている。このことは,本研究所の研究とも密接に関わつてくることと考える。

(2)言語活動の充実

各教科等における言語活動の充実は,今回の学習指導要領の改訂において各教科書

を貫 く重要な改善の視点である。      中央教育審議会答申 平成 20年

国語科においては,その中核的な役割を担う教科として,一層言語活動の充実を図ることが必

要になる。

そして,言語活動の充実が求められる背景には,単に知識を教え込むのでは子どもたちに確か

な学力を付けることが難しく,主体的な思考や判断を促す言語活動を重視した授業づくりが不可

欠であるという考えにある。機械的な繰り返し学習や教え込みでは育成し得ない能力 (単に与え

られた問題をこなすことにとどまらず,正解のない未知の状況においても自ら課題を見いだし,

追究するために必要な情報を活用し,人 々との交流によってより価値あるものに高めていけるよ

うな課題追究の能力)を青むためにこそ.言語活動の充実が必要であるという認識が重要である
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3 目目の活用力と研究の方向性について

上述したように言語活動を充実していくことにより,国語科における思考力・判断力・表現力

の育成が回られ,本研究が掲げる活用力の向上につながるものと考える。

そこで,国語科の研究の方向性としては,単元を貫く言語活動を位置付け,そ こに至るまでの

学習指導を工夫していくことで,思考力 。判断力 。表現力の育成が図られるのではないかと考え

る。

活用力の向上

言目についてのmn。理解。技籠

4 目■科における思■力・判■力・豪理力のおさえと言目活働のおさえ

(1)日薔科の思考力 。判断力・表現力のおさえ

学習指導要領解説国語編では,国語科の目標について以下のように書かれている。

国語を適切に表現し正確に理解する能力を育成し,伝え合う力を高めるとともに,思考力や

想像力及び言語感覚を養い,国語に対する関心を深め国語を尊重する態度を育てる。

国語を適切に表現し正確に理解する能力を青成し,伝え合う力を高めるとともに,思考力や

想像力を養い言語感覚を豊かにし,国語に対する認識を深め国語を尊重する態度を育てる。

中学校学習指導要領解説 国語饉 平成 20年

「国語を適切に表現」する鮨力とは,国語を適切に使う能力と口幡を使つて内容

や事柄を適切に表現する能力との両面を含んでいる。

国語を「正確に理解する」籠力とは,国語の使い方を正■に理解する能力と国語で表現され

た内容や事柄を正■に理解する籠力との画面の内容を含んでいる。

学習指導要領解説 国語編 平成 20年

小学校も中学校もほぼ同じような目標となっている。国語による表現力と理解力とを青成す

ることが,並列に記述されていることは, この二つの力は同時に育成されていくものであると

解釈できる。

国語科の目指す「伝え合う力」の育成
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また,国語科の目標の中に思考力について書かれており,詳細の説明の中では,判断力と含め

て以下のように書かれている。

思考力や想像力とは,言語を手掛かりとしながら論理的に思考する力や豊かに想像する力で

ある。思考力や想像力などは認識力や判断力などと密接に関わりながら,新たな発想や思考を

想像する原動力になる。 学習指導要領解説 国語綱 平成 20年

また,平成 16年 2月 に文部科学省文化審議会答申「これからの時代に求められる国語力につ

い て 」 で

【考える力】とは,分析力,議理機集力などを含む,論理的思考力である。

分析力は,言晴情報に含まれる「事実」や「根拠の明確でない推測Jな どを正確に見極め,

さらに,内在している論理や構造などを的薇にとらえていける能力である。

また,自 分や相手の置かれている状況を的薔にとらえる能力でもあり,知党 (五感)を通し

て入ってくる非言語情報を言語化する能力でもある。

論理機集力は,相手や場面に応した分かりやすく筋道の通つた発言や文章を組み立てていけ

る能力である。

と書かれている。

以上のことを踏まえて考えると国語科における思考力・判断力・表現力は,密接に結びつき,

それら一つ一つを学習段階の中で育成すると考えるのではなく。表現していくなかで,思考力・

判断力を育成していくものと考えることが自然である。そこで,本研究の国語の思考力・判断

力 。表現力の青成は,「自分の思いや考えを相手や場面に応して分かりやすく筋道の通つた発

言や文章に組み立てて言語化していく」ことを育成すると押さえる。

(2)言語活動のおさえ

言語活動の充実については,学習指導要領国語編に次のように書かれている。

「話すこと。聞くこと」,「書くことJ及び 「読むことJの各領域では, 日常生活に必要と

される対話,記録.報告,要約,説明,感想などの言語活動を行う能力を確実に身に付けるこ

とができるよう。経続的に指導することとし。課題に応じて必要な文章や資料等を取り上げ,

基礎的・基本的な知識・技能を活用し,相互に思考を深めたりまとめたりしながら解決してい

く能力の育成を重視する。

例えば,低学年では,見たことや知らせたいことを記録し説明や紹介をしたり,体験したこ

とを報告したりすることができる。中学年では,調べたことや観察・実験したことを記録・整

理し,説明や報告にまとめて書き,資料を提示しながら発表することができる,高学年では,

目的に応じて自分の立場から解説や意見,報告を書き,理由や根拠を示しながら説明すること

ができるとともに,自 らの言語活動を振り返ることができる能力などの青成を図る。

小学校学習指導要領 回請編 平成20年
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「話すこと。聞くこと」,「書くこと」及び「読むこと」の各領域では,小学校で身に付け

た技能に加え,社会生活に必要とされる発表,討論,解説,論述,鑑賞などの言語活動を行う

能力を確実に身に付けることができるよう,継続的に指導することとし,小学校で習得した能

力の定着を図りながら,中学校段階にふさわしい文章や資料等を取り上げ,自 ら課題を設定し,

基礎的・基本的な知識・技能を活用し,他者と相互に思考を深めたりまとめたりしながら解決

していく能力の育成を重視する。

例えば,社会的な事柄を含む広い範囲から課題を見付け,根拠を明確にしながら自分の考え

を簡潔にまとめて記述したり,多様な文章や資料の形にまとめ,分かりやすく発表したりする

ことができる能力などの育成を図る。

中学校学習指導要領 国語編 平成 20年

「相互に3■を澤めたりまとめたりしながら解決していく籠力の青威J

「他書と相互に3■を澤めたりまとめたりしながら解決していく籠力の青咸J

基礎的・基本的な知臓・技能の習得

「相互に思考を深めたりまとめたりしながら解決していく能力の育成」 「他者と相互に思考を

深めたりまとめたりしながら解決 していく能力の育成Jを 目指して,小学校においては対話,記
録,報告,要約,説明,感想などを言語活動とおさえる。実際に行うに際しては, 1単位時間の

中では単独でそれぞれが行われるが,単元を貫く言語活動では,こ れらが複合的に行われる活動

を位置づける。中学校においては,小学校の言語活動の他に発表・討論・解説・綸述・鑑賞等も

加えて言語活動とおさえ,単元を貫く言語活動では,こ れらが複合的に行われる活動を位置づけ

る。

例 記録・報告・要約・説明・感想→新聞に書いてまとめよう。

要約・説明・感想      →好きな本の紹介文を書こう。

薔口をつくろう
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目翻

仮説
単元の指導事項を明確にし,単元を貫く言語活動を位置付け充実

させる。また。そこに至るまでの学習指導の内容を明薇化 したり,

表現する場を充実させたりしていくことで,子どもたちの活用力を

向上させることができる。

「 指 導 計 画 の 工夫」
・言語活動の工夫
。指導事項,指導内容の明薇化

言語活動 においては,文 科省の 「言語活動の充実 に関する指導事例集」 によると

以下のよ うに書かれている。

『学習指導要領の (2)に 示す言語活動例 を基に,具体的な言語活動 を通 して指

導事項 を指導することが大切である。その際,「 ここで音読す る」 「ここで話 し合

う」 といったば らば らな活動ではな く,児 童が 自ら学び,課題 を解決 してい くため

の学習過程 を明薇化 し,単 元を貫 く言語活動 を位置付ける ことが必要である。 この

ような単元構成 を進めるためには,年間指導計画 と児童の実態 を踏 まえて ,

① 当法単元で重点的に指導すべき指導事項 を確定する。

②その指導事項 を指導す るのにふ さわ しい言語活動 を選定す る。

③言語活動 を位置付けることで育成すべき国語の能 力の一層の明確化・ 具体化 を図

る。

④それ らの青成すべき能 力を身に付けるための指導過程を構築す る。 J

ことが必要である。

(言 語活動の充実に関す る指導事例集 文部科学省 )

また,単元の最後 に言語活動が位置付け られる ことによって,言 悟活動に至るま

でにどのよ うな ことを教材文 を通 して指導 していくかが必要になる。

例えば 6年 指導事項 「C読 む こと」の 「工 登場人物の相互関係や心情,場面に

ついての描写 をとらえ,優れた叙述 について 自分の考えをまとめること。」 「オ

本や文章を読んで考 えた ことを発表 し合い,自 分の考えを広げた り深めた りする こ

と.」 を単元の指導事項 とし,単元 を貫 く言語活動を 「自分が選んだ本の好 きな と

ころを紹介す る。」 と位置付ける。 「自分が選んだ好 きな ところを紹介す る」ため

には ,

活用力を向上させる学習指導の実践的研究
～学習過程 にお ける場 の工夫を通 して～
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。本 を選 ん で読 む

。物 語 の好 きな と ころ を見付 ける

。好 きな理 由 を,登 場 人物 の書動 を中心 に考 え る

・ プ レゼ ンテー シ ョンの仕方 を考 え る

・ 文 章 を要約 し,発 表 しやす い形 にす る

な ど,主 体 的 に言語活 動 を進 め て い くた め に必 要な能 力が 多様 に考 え られ る。 これ

らを一つ の単 元 の限 られ た時数 で指 導す る ことは無理 で ある。 このた め , これ らの

中か ら当該単元 の指 導 目標 に直結 して いて ,当 該 単元 で 重点 的 に指 導 す る もの を選

んで い く必 要が あ る。

視点 1で は,本 単元 を指導す るにあた って,学 習指導要領の指導事項や言語活動

を選定 した意図等 を明確 にす る。その際には,指導事項 と言語活動が どのよ うに結

び付 いているのか。 また。教材文 を通 して重点的 に指導することが どのよ うな こと

なのか,そ れが,指導事項や言語活動 とどのように結び付いているのかを記述す る。

「考え,表現す る場の工夫」
。テキス トの文章を根拠に,意見を考え記述する場の工夫
・ 自分の感じたり,考えたりしたことを簡潔に表現する場の工夫
・目的に応して多様な文章や資料を読み,考える場の工夫

国語科における思考 力・ 判断 力・ 表現 力は,区 別Jす るものではな く,音 声言語で

あれ,文字言語であれ,表現 させていくことによ り育成 され るもの と考える。単元

で考えた場合,言 語活動がその まとめにあたるが,「 自分の思 いや考えを相手や場

面に応 じて分か りやす く,筋道の通 った発言や文章に組み立てて言語化 していく」

力を育成す るには,そ れだけでは無理である。具体的 に教材文 を指導 していく中で ,

例えば要約を した り,登場人物の思 いを書 いた りす ることな どの活動を指導 してい

くことが必要になって くる。

この視点 2で は,「 自分の思 いや考えを相手や場面に応 じて分か りやす く,筋道

の通 つた発言や文章に組み立てて言語化 していく」活動を単元の中で どのよ うに位

置付けて指導 していくかを記述する。
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活用力を向上させる学習指導の実践的研究
～学習過程 にお ける場の工夫 を通 して～

算数・数学科

仮説
単元終末段階の活用問題へ至るまでの指導計画を工夫し,思考・

判断・表現する場を学習過程の中に位置付けて指導していくことで,

子どもたちの活用力を向上させることができる。

「 指 導 計 画 の工 夫」
・情報の分析・解釈や選択をさせたり, 日常生活の場面や他教科との

つながりを感じさせたりする問題の工夫

・目標達成に向けた指導計画の工夫と振り返り問題の位置付け

B問 題の傾向を見ると, 日常場面を数学的にとらえて考えさせ る問題や,情報過

多の状態か ら必要な情報を選び解決 してい く問題が特 に出題 されている。それ らの

問題 を解 くことができる活用 力を向上 させ るためには,実際に活用する場面で考え

させなければ身に付 いていかないと考える。 また,それ らの力は 1単位時間で育成

されるものではな く,繰 り返 し行 った り,他 教科で育成 された りしなが ら培われて

いくものである。

そ こで,普段か らの 「学習の指導計画。その中での主 となる問題や振 り返 りの問

題」が特 に大事になって くると考え,基礎学力を身に付け.活用問題へ至るまでの

指導計画を工夫す ることを視点 1と して取 り上げた。具体的には,本時の 目標 を達

成 させていくために, どのよ うな振 り返 り問題 を行 うのか指導計画の中の 1時 間ご

とに明記 していく。 また,問題 をI夫 した り,教科書の単元の学習内容を実生活な

どの場面に活用する問題 を使 うよ うに研究 を進めていく。

指導案では, どうしてそのよ うな問題 を設定 したのか,そ の問題 を解決するため

にどのように指導計画を工夫 したかを明確 に して記述する。
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「考え,表現する場の工夫」
・問題場面を把握 し,解決に向かう見通 しをもたせる場の工夫

・筋道を立てて考え.考えたことを図や表,グ ラフ,式等 と関係付け

て,文章として表現 し,説明する場の工夫

・振 り返つて考え,一般化 した り,発展的に考えさせた りする場の工

夫

B問 題の無解答率が一番高いのが,考 え方 を記述す る問題である。式ができて ,

答え も合っているのにそれ を記述することができない子が多い。 自分が どうや つて

考え,解 いたのかを適切に表現す ることがで きな いか らである。そ こで,思考力や

表現 力を高めるために,ど のような活動を していくかを視点 2と して研究 を進めて

いく

具体的には ,

①問題を解 く情報整理や見通 しをどのようにさせるか。

②筋道立てた考え方をしていけるように,ど のような手立てを単元や本時で

行ったか。

③図,表 ,グ ラフ,式 と文章とを関連付けた説明をできるようにするためにど

のように指導 していくか。

④自分の考えを説明したり,他の考えを聞いた りする活動をどのように行って

いくか。

⑤振 り返 りの問題をどのように考え設定 したのか。

とい う内容 につ いて 記述 す る。
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理 科

仮説
事象との出会いを工夫し,基礎的・基本的な知識及び技能を活用

して課題を解決させる。また,思考・判断・ 表現する場を学習過程
の中に位置付けて指導 していくことで,子どもたちの活用力を向上

させることができる。

「 指 導 計 画 の工 夫」
・事象との出会いを工夫し,基礎的・基本的な知識及び技能を活用し

て課題を解決する活動の工夫

・観察 。実験を中核とした問題解決学習の工夫

・実験結果・考察を基に結論を導き出し,一般化する活動の工夫

全国学 力 。学習状況調査 にお いて,理 科では 「観察・ 実験 な どを中核 に据 えた

『問題解決』や,実 際の自然や 日常生活な どの他の場面や他の文脈 にお いて発揮 さ

れることが重要である。」ため知識 と活用 を分けず に問題は作成 されている。その

ため本研究 の理科では,算 数・ 数学科のよ うに日常生活 に結び付けたいわゆる活用

の場面を特別 に考えるのではな く,「 事象 。事物 との出会い (問 題の発見)J「 問

題」 「予想J「仮説」 「観察 。実験」 「考察」 「まとめ (一 般化 )」 という問題解

決学習を意識 した授業に取 り組む。

視点 1で は,本 単元 において問題解決学習 をどのよ うに進めていくかを記述す る。

活用力を向上させる学習指導の実践的研究
～学習過程 における場の工夫を通 して～
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「考 え,表 現 す る場 の 工夫」
。既習の知識や生活経験 を関係付けて考え,予想や仮説を立て,説明

する場の工夫

・観察・実験を計画実行 し,結果を基に既習知識と関係付けて考察 し,

説明する場の工夫

・結論を整理 し,説明する場の工夫

全国学 力・ 学 習状況 調査 の理科 の問題 にお いて も,記 述 式 の問題 は 一定 の割 合 で

出用 され て いる。 正 答率 は よ い とは いえな い結 果 とな って いて,無 解 答 率 も 10%

以 上が ほ とん どで あ る。

そ こで,論 理 的 に思考・ 判 断 し,表 現 して い く力 を付 け るには ど うす れば よ いか。

問題解 決 学 習 を行 うときに各段 階 にお いて思 考 す る場 面・ 判断す る場 面が あ る。

①事象との出会い (問 題の発見)・・・自然の事物・ 事象を見た り,知 った りする

ことにより疑間をもつ。

②予想…疑問 (問 題)を 既習の知識や生活経験を関係付けて考え予想する。

③仮説…予想が正しいかどうか薇かめるために既習の知識や生活経験 と関係付

けて考え観察 。実験方法を考える。

④観察 。実験…設定 した仮説と,実験方法や実験結果で得た情報を関係付け ,

仮説の正誤を判断する。

⑤考察…結果を基に既習知識と関係付けて,考察する。

⑥まとめ…考察を基に結論を考える。

これ らを順序立てて行 っていくと論理的な思考が されていく。そ こで,視点 2で

は,ど のよ うな ことを根拠 に論理的 に思考 されてい くか,筋道立てて文章 として表

現 していく力を付けるためにどのよ うな活動 をしていくかを記述する。
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1「習得と活用をつなげる問題の設定」による学習指導の実践的研究
～段階を踏んで活用へと向かう振り返リロロの工夫～

初山別村立初山別中学校 高  本  加 奈 子 教論

2「事象との出会いをもとに課題追究できる問題の設定」による学習指導の実践的研究
～日常生活における現象を科学的に保究する日■解決学習の工夫～

増毛町立増毛中学校 大  石  晴  之  教論

3「単元を貫く言語活動を位置付けた教科書教材の指導Jの実践的研究
～表現力を高めるための学習指導の工夫～

留繭市立留繭小学校 須  田    創  教論



mと 活用をつなげる間■の側 による事口相口の奥目的研究
と向かう振り返り問題の工夫～

単元名「方程式」 全 16時 間 )

初山用村立初山覇中学校 高 本 加奈子

～段階 を踏んで活用ヘ

(中 学 1年  数学科

はじめに

(1)単 元につ いて

小学校では,数量の間の関係を式で表すとき, 4年で たての長さ +横 の長さ =9
や, 30×  おかしの数 = 代金 という言葉の式を使い,た ての長さやおかしの数が

いろいろな値をとるとき,横 の長さや代金にあてはまる数が逆算によって求められるこ

とを学習している。

また, 5年では割合について, 6年 では速さなどの数量の間の関係を式に表すことに

ついて学習している。 6年 「文字を使った式」では,文字xやa,bを使つて未知の数量

や任意の数を表すとともに,数量の関係をよ り簡潔に表 したり,式から具体的な事柄を

読み取った りすることを学習 している。

前単元 「文字と式」では,小学校で養われた文字使用の素地を土台に,い ろいろな数

量を一般的かつ簡潔に表せるよさを理解することや.表 された式を読み取ること,式 を

計算した りすることについて学習 している。また,等式の意味および数量の間の関係を

等式で表す ことや,文字に値を代入すること,代入によって求められた値を式の値 とい

うことについても学習 してお り,本単元の基礎 となっている。特に,方程式を解 く際に

は正の数・負の数の計算,文字式の計算.等式の意味が方程式の活用段階においては等

式の意味,代入して式の値を求めることが文字式の意味を読み取る力の基礎となる。

本単元では,計算問題と方程式の違いをおさえた上で。方程式を変形させてよい理由

を生徒へ問いなが ら,等式の性質への理解を深め,方程式を解 くことに慣れさせていき

たい。また,方程式の活用では,徐 々に数量や条件を増や していくことで,文 章問題ヘ

の苦手意識を軽減 し,意欲的に取 り組んでいく姿勢を育てていきたい。そのためにも,

既習事項の復習や数学の用語を繰 り返 し用いて説明する学習活動を行うとともに,授業

中の交流を通 して,数量や条件を整理する方法をしっか りと身に付けさせ, さまざまな

活用問題にも対応できる力を高めていきたいと考える。

2 研究の観点

(1)指導計画の工夫

活用問題を解くには,基礎・基本を身に付けることが欠かせない。本単元の後半であ

る「方程式の活用」では,等 しい関係にある数量を見いだ し方程式をつくることが課題

となる。そのためには,等式の性質,方程式や解の意味.方程式を解 くことが定着 して

いなければ,活用問題には取 り組めないと考えた。

そ こで,単元の前半である方程式を解 く段階では,「 どの等式の性質を使っている
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のか ?求めた値が解となっているか ?」 を継続 して確認させた。

また,等 しい関係にある数量を見付け方程式をつくる段階では,問題文か ら整理 した

数量や文字を組み合わせて新 しい数量をつくり,左辺 =右辺が成 り立つように考える過

程で,思考力が高まっていくと考えた。正しい方程式をつくるためには,一つ一つの文

字式がどんな数量を表 しているのかを理解する必要がある。そこで,数量が何を表 して

いるのかを言葉で書き込む活動を行った。

振 り返 り問題では,基本的に問題文の言葉の言い回しなどは,教科書の問題をそのま

ま採用 したが,「解 く」 ことへの活用力の定着も図つていきたいと考えたため,数値を

変えることで,方程式の難易度を上げた。また,問 題文の表す数量が変わつた り条件が

増えた りすると方程式がつくれなくなる生徒が増える傾向にある。そのため,単元の指

導計画では,ス モールステップで条件を増やすことを通して,段階的に方程式をつくる

学習に慣れさせた。

(2)考 え,表■する場の工夫

前述の通 り,方程式の活用では,方程式をつくることができなければ問題を解 くこと

はできない。そのため,考える場の工夫としては,方程式を使って問題を解く手順を毎

時間確認し,定着を図つた。特に,問題文か ら条件整理する際に,方程式がつくりやす

いように図や表などを用いてまとめることが必要である。交流の中で,条件の整理の仕

方がわか りやすいものを取 り上げながら,よ り自分に合ったまとめ方を身に付けさせる

ようにした。また。単元を通 して,前時や前の問題との比較を取 り入れるような構成に

し,問題文の中に数量が増えた り, 1種類の文字を使って 2つ の数量を表したりする場

面などでは,こ れまでのつなが りと相違点に着目させることで,解決への見通 しをもた

せた。

表現する場の工夫としては,ま ずは,型 にとらわれず自分の考えを前に出て説明する

取組を行つた。説明を繰 り返し行っていく中で,相手によりわか りやす く説明できる力

を身に付けさせたいと考えた。そのためには,教師の補足説明を含め,正 しい数学の用

語を普段から使つていく必要がある。授業中の会話一つ一つに注意 し,正 しい用語で言

い直したり,繰 り返 し確認した りする取組を継続 して行つた。また,同 じ考えであって

も,式 を答える生徒と説明をする生徒を変え,他の人の考えを聞いて理解 した生徒に ,

もう一度自分の言葉で説明させた。発表者にとつて, 自分の考えを相手にわかりやす く

伝えることができるとともに,振 り返 り問題の自力解決にも有効であろうと考えた。

記述により表現する場の工夫としては,前単元や本単元の導入で等式をつくる学習の

中で,絵や式を使って自分の考えを表現する活動を適宜取 り入れた。全体への説明場面

と絵や式を使つて自分の思考の流れを表現する活動をバランスよく行つていくことで ,

思考力や表現力の育成を図つていきたいと考えた。

全体に説明する場面では,lPadで 生徒のノー トを撮影 し説明させることによって ,

発表者は相手にわか りやす く思考の流れを伝えることができ,聞 いている生徒は自分の

ノー トと比較 しながら説明を聞くことができ。理解が深まると考えた。
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3 単 元 の 目標

方程式とそれを解くことの意味を知り,等式の性質を使つた 1次方程式の解法を理解 し,

正確かつ能率的に解くことができるとともに,それ らを活用して問題を解決することがで

きる。

4 指導計目

主な学習活動0 生徒の様子・ 支援☆ 【評価規準】と視点

問題

マグネットを使つて黒板に作品を掲示します。1枚の作品に6個ずつ

マグネットを使つてはつたところ,25個 あつたマグネットが1個だけ残

りました。作品の枚数は求められるだろうか ?

Oそれぞれの方法で枚数を求める。

☆作品の枚数をκ枚として,数量の関係を等式で表してみよう。

6χ +1==25

課題 等式を成り立たせる文字の値について調べよう。

Oχ に, 1か ら順に自然数を代入していく過程を通して,「方程

式,解,解 く」という言葉の意味を理解 していく。

等式を成り立たせる文字の値は,代入して見付けることができる。

【関心・意欲・態度】

等式 を成 り立たせ る文

字 の値 に興味 をもち ,

それ を調べよ うとして

いる。

(発 言,ノ ー トなど)

【知識 。理解】

方程式の意味およびそ

の解の意味を理解 して

いる。

(ノ ー ト, ワークシー ト

など)

練習問題

次の式の中で,方程式はどれですか。また,方程式の中で,その解

が-2であるのはどれですか。

ア ー3+1=-2  イ 3χ +5=1  ウ 2χ +3

工 y+10=8    オ ー8=■ +6
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問題

天秤の左の皿に同じ重さのポール2個と5gの

おもり1個 ,右の皿に5gのおもり5個をのせた

ら,つり合いました。ボール 1個の■さを求め

ることはできるでしょうか。

Oどんな操作をすると求められるか考える。

☆指名して,考えを発表させる。

課題 等式には,どんな性質があるかを調べよう。

O天秤のつり合つている状態から,

①同じ重さを加える ②同じ重さをひく

③同じ数をかける  ④同じ数でわる

O操作を通して,つ り合いは変わらないことを確認し,等式の性

質を見いだす。

等式には,つり合つている天秤と同じ性質がある。

【見方や考え方】

等式の性質を天秤の図

と結び付けて考え,方

程式の変形について考

えることができる。

(発言,ノ ー トなど)

【知識・理解】

等式の性質の意味を理

解している。

(発言. ノー ト.ベーバ

ーテス トなど)

練習問題

次の式②o ③は,それぞれ等式の性質を使つて式①を変形したもの

です。式②,0は ,それぞれ等式の性質1～ 4のどれを使つて変形し

ましたか。また。□にあてはまる数を答えなさい。

8ェ ー4=36・ …①

dOomiltJ-_latui-t=*. 8r = 40.' . @

do@mut[-]et>ct=*. r =5. .'CD

問題 1

① χ+6=4

①,②,0の解は?

02■ +4=10②  2κ =-10

-26-



0■ に数をあてはめながら,解 を考える。

→①″=-2  ②ェ=-5  ③ェ=3

0こ れまで通り,■ にいろいろな数を代入してもすぐには求めら

れないことに気付く。

課題 等式の性質を使つて,方程式を解こう。

O等式の性質 1～ 4を ,一つずつ使って例題を解く。    、

0求めた債が正しいことを代入によって■かめる^

観点 1 指導計百の工夫

例題 1)κ -3=5  例題 2)な =-20 例題 3):x=10 【技能】

等式の性質を使つて ,

方程式を変形 し。方程

式を解くことができる。

(ノ ー ト,練習問題など)

練習問題

次の方程式を解きなさい。また,等式の性質 1～ 4のどれを使つて解

いたかを答え,解が正しいことも確かめなさい。

(1)κ +8=3  (2)-6“ =48  (3)~:X=2
(4)χ -7=2  (5)-3χ =-15 (6):==6   ｀

観点 1 指導計日の工夫

【技能】

等式の性質を使って ,

方程式を変形 し,方程

式を解くことができる。

(ノ ー ト,練習問題など)

練習問題

次の方程式を解きなさい。また,等式の性質1～ 4のどれを使つて

解いたかを答え.解が正しいことも確かめなさい。

(1)3″ +5=-13 (2)2ェ ー3=11(3)3-6κ =-27

-27-



O等式の性質のどれを使って解いたかを全体に説明し,解が正し

いことも確かめる。

☆教科書の練習問題で定着を図る。

課題 方程式を,手際よく解く方法を考えよう。

ア

"■
日=22¨…0

缶 +4-4=22-4

● =塑■ ・̈0

I
3r=il.-..O

3l*s=E-c*o
3rl=t ""'O

☆ア・ イでは,式①を②に変形するのに,等 式の性質 1～ 4の ど

れを使っていますか ?

☆アとイのそれぞれて,式①から②への変形を見て気付くことは ?

O移項の意味を理解する。

文字をふくむ項は左辺に,数だけの項は右辺に移項する。

移項すると符号が変わる。

例題)移項を使つて方程式を解こう。

4κ +21==-3κ

4χ +3χ ==-21
7χ ==-21
7χ ==-21
7     7

χ 一 ―-3

☆移項すると,符号が変わる。

☆移項を使うと,方程式を手際よく解くことができる。

【知識 。理解】

移項の意味を理解 して

いる。

(発 言,ノ ー ト,ベーバ

ーテス トなど)
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練習問題

次の方程式で,文 字をら、くむ項は左辺に,数だけの項は右辺に移項

し,方程式を解きなさい。

(1)3χ +8=23 (2)4″ =18-5“

(3)5κ +14=-2■

O黒板で指名して解答する。

O移項という言葉を使つて解き方を説明する。

☆教科書の練習問題で定着を図る。

問題 次の方程式を解きなさい。

① 2〈 ″+3)-1=7  012χ +09=-15

Oこれまでの方程式との違いから,本時の課題を知る。

課題 かつこや係数に小数がある方程式の解き方を考えよう。

☆①は, このままでは文字をふくむ項と数の項を移項できないこ

とに気付かせ,か っこをはずすと,こ れまでの解いてきた方程

式の形になることに気付かせる。

0分配法則を使ってかっこをはずして方程式を解いていく。

O求めた値が解であることを確かめる。

【技能】

等式の性質や移項を使

つて,方程式を変形し,

方程式を解 くことがで

きる。

(ノ ー ト,練習問題など)

【見方や考え方】

これまでの方程式との

違いを理解 し,か っこ

の付いた方程式の解き

方を考えることができ

る。

(発言,ノ ー トなど)

☆分配法則を正しく使ってかっこをはずすよう促す。

練習問題 1 次の方程式を,

(1)4(″ -1)=― ″+6

かつこをはずしてから解きなさい。

(2)― (χ +7)=3(κ -5)

☆②は,小数点があると計算しづらいなど生徒の意見を拾いなが

ら,小数点を消す方法を考えさせていく。

O両辺を 10倍, 100倍することで係数が整数になることを理

解する。

【技能】

かっこの付いた方程式

を解 くことができる。

(ノ ー ト,練習問題など)

練習問題 (移項を使って解く),文字式の復習

かつこのある方程式は,かっこをはずしてから解くとよい。
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☆なぜ,両辺を 10倍, 100倍 してよいのか理由を考えさせ ,

等式の性質に帰着させる。

O方程式を解き,求めた値が解であることを確かめる。

☆教科書,ワ ークの練習問題で定着を図る。

81問

題 1 方 程 式
:χ

-2=:を 解きなさい。

観点 1 指導計画の工夫

【見方や考え方】

専式の性質をもとに ,

係数に小数のある方程

式の解き方を考えるこ

とができる。

〔発言,ノ ー トなど)

【技能】

係数に小数のある方程

式を解くことができる。

(ノ ー ト,練習問題など)

観点 2

考え,表現する場の工夫

課題 係数に分数がある方程式の解き方を考えよう。

キこのまま,文字をふくむ項と数だけの項を移項しても解くこと

ができるが,小数の場合と同様に,等式の性質を使つて整数 |こ

することができないか考えさせる。          ノノ

D両辺に4を かける理由を考える。

D方程式を解き。求めた値が解であることを確かめる。

申

や考え方】

性質をもとに ,

分数のある方程

き方を考えるこ

きる。

ノー トなど)

」印」″防
¨
は
研
嶽

々問題 1と の違いを比較させることで,分母が異なるときの分母
ヽ

のはらい方を考えさせる。

Э両辺に 12をかける理由を考える。           一

Э12が 2, 3, 4の最小公倍数であることを理解する。

Э方程式を解き,求めた値が解であることを確かめる。

!彗愛,表現する場の工夫
l視点 1 指導計画の工夫

【見方や考え方】

等式の性質をもとに ,

係数に分母の異なる分

数のある方程式の解き

方を考えることができ

る。

(発書.ノ ー トなど)
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01次方程式の意味を知る。

☆教科書の練習問題で定着を図る。

【技能】

係数に分母の異なる分

数のある方程式を解 く

ことができる

(ノ ー ト,練習問題など)

9

問 題 1 方 程 式
等

=:を 解きなさい。

0分母をは らうために 2, 6の最小公倍数の 6を 両辺にかける。

☆約分 した後,左辺の分子にかっこを付けることに気付かせる。

拡 +4× 3???→ (3,+4)× 3

☆かっこを付ける理由を考えさせる。

線習問題 1 次の方程式を解きなさい。

2+3  7       2x-5  ,-1
(1)  2 =T (2) 9 =T

x-l  χ

(4) 丁
=了 +l

(3) :x-2=半

【技能】

分母の異なる分数のあ

る方程式を解 くことが

できる。

(ノ ー ト,練習問題など)

10

課題 方程式を使つて問題を解くことを考えよう。 ∫野愛 豪現する爆の工夫
☆方程式を使 うためには,何が必要か ?

・文字が必要となる。
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0方程式をつくる手順を確認する。

求める数量を文字で表す→わかっている数量や文字を抜き出し

整理する→等しい関係にある数量を見付けて lbかっている11や欝taみ合

わせて)方程式をつくる→方程式を解く→解が問題の答えに適して

いるかどうか薇かめる。

☆文字式がどんな数量を表 t/て_いるのか,_諌 て書きmよ ,に

指示す る。

こ   IttIIEI≡≡至コ
練ヨ問題

1本 120円のシャープベンを15本と,1本 90円のポールベンを何本

ht I c t= 2.= b, ft fi o A tt nr 3 I 7 o n e ts 11 11- s=. fi i iiti _ - I
ンの本数を求めなさ:::|

■ 20X■ 5+90"-3870

間■

たいちさんは,1000円 を持っておつかいに出かけました。お店で

230円の牛乳 1本と,お 菓子を3個買つて1000円を出したら,おつ

りが515円になりました。お基II質0便EE:К亘
=DEI“

:うい:]

課題 手順に沿つて,方程式をつくろう。

0求める数量だけ全体で確認する。

☆問題 1と の違いを比較しながら,数量におつりが増えたことを

確認する。

☆手順に沿つて方程式をつくる際,数量が多くなるほど,

「わかっている数量や文字を抜き出し整理する→等しい関係に

ある数量を見付けて lbかっている‖や文字を1み合わせ0方程式をつくる」

の段階が重要であることを意識させる。

☆

に
☆何通りかの方程式が出てくることが予想されるため,一つ一つ

確認していき,同値なものはどれも正しいことを理解させる。

【知識・理解】

方程式を活用 して問題

を解決する手順を理解

している。

(ノ ー ト,練習問題など)

【見方や考え方】

図や線分図を活用して,

等 しい関係にある数量

を見付けて.方程式を

つくることができる。

(発言,ノ ー トなど)

視点 1 指導針面の工夫
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本

時

「

′″′″́″″″″″″″́″′″́″́″′″́″′″′″′″′″′″″″́″″″′″′
■

230+3″ ― ■ 000-5■ 5

230+3″ -485

■ 000-230-3κ -5■ 5

■ 000-― (230+3″ )=-5■ 5

▲ ■ 000-230+3″ -5■ 5
|″′″″″́″′″′″′″′″′″́″′″′″″″′″″″′″́″′″″″″″′″́″″J

条件 (数量)が増えると,いろいろな方程式が出てくる場合がある。

数量や文字の整理の仕方を工夫することで,等しい関係にある数量

が見付けやすくなる。

練習問題2

たいちさんは,1000円 を持つておつかいに出かけました。お店で1本

30円のきゆうりを6本と,玉ねぎを9個買つて1000円 を出したら,お

つりが370円になりました。工五 ぎiコ●1キ覺蒸

=た

●IR亜 ]

問題

1個 90円 のオレンジと1個 140円のりんごを合わせて15個買いまし

た。そのときの代金の合計は1800円でした。駆 ったオレンジの個

:菫めだむ」

O方程式をつくるための手順を確認する。

求める数量を文字で表す→わかっている数量や文字を抜き出し

整理する→等しい関係にある数量を見付けて いかっていほ1や文字を1み合

わせ0方程式をつ くる→方程式を解 く→解が問題の答えに適 し

いるかどうか確かめる。

O求める数量だけ全体で確認する (オ レンジの個数→ χ個 )

☆ りんごの個数をどう表す ?

☆ l種類の文字を使って 2つの数量を表すことを螂 し合いなが

ら,理解を深めていく は り合しり。

Oつ くった方程式を全体で確認する。

【見方や考え方】

等 しい関係にある数量

を見付けて,方程式を

つくることができる。

(発 言.ノ ー トなど)

課題 手順に沿つて,方程式をつくろう。
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☆X=勲悔数回田賤遍姦瓜轟頚爆製票配滅蛾睫工ゑし  ヽ

O確認した方程式を解き,全体で解が問題に適しているか確認す

る。

1つの文字を使つて,2つの数量を表す場合もある。

i:覚 ,2表現する場の工夫

【見方や考え方】

等 しい関係 にある数量

を見付 けて,方程式 を

つくることができる。

(発書.ノ ー トなど)

練習問題 1

1本 120円のお茶と,1本 140円のジュースを,合わせて8本買いま

した。そのときの代金の合計は1020円でした。買つたお来の本数を

求めなさい。

練習問題2

つめかえ用のシャンプーが,容器に入つたシャンプーよりも250円 安

く売られています。容器に入ったシャンプー2つと,つめかえ用のシャ

ンプー4つを買つたところ,代金の合計が3200円でした。容器に入

つたシャンプー1つの値段を求めなさい。             ~
ヽ

練習問題3

兄は船筆 1本と370円のコンパス1個を買い。妹は同じ鉛筆5本と9

0円の消しゴム1個を買つたところ,2人が支払つた代金が等しくなり

ました。鉛筆 1本の代金を求めなさい。

練習問題4

姉は2900円 ,妹は1800円 を持つて,ぬいぐるみを買いに出かけ

た。同じ値段のぬいぐるみを姉は2個,妹は1個 買つたところ,姉の残

金と妹の残金が等しくなつた。ぬいぐるみ1個の住段を求めなさい。

視点 2

考え,表現する場の工夫

13

表現する場の工夫ビ,2

課題

等しい関係にある数量を見付けて方程式をつくり,問題を解こう。

′

/―

【見方や考え方】

条件を整理 しなが ら,

折 り紙の枚数を, 2通

りの方法で表す方法を

考えることができる。

(発 言。 ノー トなど)

☆前時との違いに着目しながら,等 しい関係にある数量は何か ,

全体で考えていく。

O折 り紙の枚数を2通 りの方法で表し,方程式をつくる。
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練習問題 1

何人かの生徒に画用紙を配ります。1人に3枚ずつ配ると20枚余り,

5枚ずつ配ると4枚余ります。生徒の人数を求めなさい。

練習問題2

何人かで花束を買います。1人から250円 ずつ集めると150円 足リ

なくなり,300円 ずつ集めると100円 余ります。このときの人数を求め

なさい。

【見方や考え方】

等 しい関係にある数量

を見付けて,方程式を

つくることができる。

(発 言,ノ ー トなど)

問題

AさんとBさんは.キャンプ場から湖に行くことにしました。Aさんが分速

60mでキャンプ場を出発してから3分後に,Bさんは分速70mでAさんを

追いかけました。BさんがAさんに追い付くまでの時間を求めなさい。

☆段階的に問題を提示 していく。

課題 速さや道のりの問題を,方程式を使つて解いてみよう。

O方程式をつくるための手順を確認する。

☆ 「わかっている数量や文字を抜き出し整理する」段階では,表

を使うと便利であることを知らせる。

練習問題

姉は,学校を出発して700m離れた駅に向かいました。その9分後

に,弟が姉を自転車で追いかけました。姉の歩く速さを分遠50m,弟

の自転車の速さを分遠 200mと すると,弟は家を出発してから何分

後に姉に追い付きますか。

【見方や考え方】

線分図や表を活用 して

必要な条件を抜き出し,

等 しい関係にある数量

を見付け方程式をつ く

ることができる。

(発言,ノ ー トなど)

【技能】

方程式を解 くことがで

きる。

(ノ ー ト.練習問題など)

【技能】

解が問題に適 している

か確かめることができ

る。(ノ ー ト,練習問題

など)
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問題

Kさんは,酢を大きじ8杯 ,サラダ油を大さじ12杯混ぜてドレッシング

を作りました。

(1)酢の量とサラダ油の量を,できるだけ小さな自然数の比で表して

みよう。

(2)酢の量は,サラダ油の量の何倍でしょうか。

課題 1 比が等しいことの意味と,比の性質について調べよう。

0比の値と比例式の意味を理解する。

【比例式の性質】

α :ら ==c:こ な ら,ば αα ==“

課■2

比例式の性質を使つて,比例式の中にふくまれる文字の値を求めよう。

例題)2:3=“ :5

☆教科書の問題で定着を図る。

5 4暉●o鶏
(1)本時の目椰

等 しい関係にある数量を見付けて方程式をつくることができる。

【関心・意欲・態度】

比例式を活用すること

に関心をもち,意欲的

に問題を解決 しようと

している。

(発言,ノ ー トなど)

【知識・理解】

比の値,比例式の意味

を理解している。

(ノ ー ト.練習問題など)

【技能】

比例式を解くことがで

きる。

(ノ ート.練習問題など)

【数学的な見方や考え方】

まとめ (章の問題)
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(2)本時の晨日 (12/16)

主な学習活動 (。 生徒の活動 0教師の発間と活動)

課

題

把

握

５

分

問題

1個 90円のオレンジと1個 140円のりんごを合わせて15個買いまし

た。そのときの代金の合計は1800円 でした。頭らたオレンジの個螢

EX"だ む 」

○わか らない数量を求めるとき,前時では何 を使 つて求めてい

ましたか ?

課題 手順に沿つて,方程式をつくろう。

○方程式をつくるための手順を確認 した。

①求める数量を文字で表す。

②わかつている数量や文字を抜き出し整理する。

③等しい関係にある数量を見付けて わかって|も llや文字を1み合

わせ0方程式をつくる。

④方程式を解く。

⑤解が問題の答えに適 しているかどうか確かめる。

視点2

方程式をつくる手順を全

体で確露し,解決の見通

しをもたせた。

視点2

机間指導を行う中で,生
徒の疑間やつぶやきや考

えを他の生徒にも広げて

いくことで,課■解決ヘ

の見通しをもたせた。

りんごの個数はどう表す???

自

力

解

決

18

分

○絵や図などを用いて,問題文か ら数量を整理 した。

☆ 1種類の文字 を使 つ

て 2つ の数量 を表す 方

法を見いだす場面では ,
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生後の考えを拾いなが

ら,(:5-“ )を 導 き

出せるよ う,「個 人思

考→全体交流」を繰 り

返し行った。

01種類の文字を使って2つの数量を表すことはできない力塑

0整理した数量や文字を組み合わせて,方程式をつくろう。

整理した数量や文字をもとにして,等 しい関係にある数量を見

付けて,方程式をつくる。

0図や絵などを用いてわかりやすく整理している生徒を指名し,

説明させた。

かっている数量や文字を組み合わせて方程式をつくる

オレンジ りんご

//∞円
｀
｀

X●

｀ ロ ノノ

/ 140円 ｀

ヽ ロノ
α漱 円

オレンジー

140116‐●)円
りんご●R●

90κ
「

■40 (■ 5‐― χ ) ==■ 800

等 しい関係にある数量

を見付けて方程式をつ

くることができる

視点 2

iPadで生後のノー ト

を撮影し,TVを通して全

体に説明させた。
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方程式を llK I卜 し,

説りIし た .
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r5,lx
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0曲

振

り

返

り

‐７

争

○
ノ
,日 の‖1題 で, 番頭を使って考えたところはどこ`7

1つ の文字を使つて,2つの数量を表す場合もある。

○練 iЧ 問題 1で 方程式ができたら,丸付けをする。

陳習問題 1

1本 120円 のお茶と,1本 140円 のジュースを,合わせて8本 買いま

した。そのときの代金の合計は 1020円 でした。買つたお茶の本数を

求めなさい。

糠 習問題a

つめかえ用のシャンプーが.容 器に入つたシャンプーよりも250円 安

く売られています 容器に入つたシャンプー2つと.つめかえ用のシャ

☆全体で方程式を解き,解

力1問題に適している力聯露

した。

☆練習問題 につ いては

個 人差が 1:じ るた め

練 習 問題 ■まで 用意 し

た。

!数学鶴な見方や考え方〕

等 しい関 係 に あ る数 :1

を 見付 け て 方程 式 をつ

くる ことがで きる。

0 オ
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部

9縞‡樅囲盤 D

Oつ く った方魯!式 を解き 41体 で解が問題に適しているか確認した。



ンプー4つを買つたところ,代 金の合計が3200円でした。容器に入

つたシャンプー1つの値段を求めなさい。

兄は鉛筆 1本と370円 のコンパス1個を買い。妹は同じ鉛筆 5本と9

0円の消しゴム1個を買つたところ,2人 が支払つた代金が等しくなり

ました。鉛筆 1本の代金を求めなさい。

姉は2900円 ,妹は 1800円 を持つて,ぬいぐるみを買いに出かけ

た。同じ値段のぬいぐるみを姉は2個 ,妹は1個 買つたところ.姉の

金と妹の残金が等しくなった。ぬいぐるみ 1個の値段を求めなさい。

視点 2

個に応じたワークシー ト

として,自紙と手順があ

る 2種類のワークシー ト

を準備した。

視点1

振り返り問題では,練習

問題の質を少しずつ変え

るとともに,難易度を上

げることで,活用力の向

上を図ろうとした。
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6 成果 と課題

(1)指導計画の工夫

〔成果〕

・ 単元の前半で,等 式の性 質の確認や求 めた解 の確 かめ を継続 して行 った結果.少 し

ず つそれ らの ことを習慣 と して行 うことが身 に付 いて きた。それ によ り,活 用問題

に入 つてか らは,求 めた解 が 問題 に適 して いるか の確 認 まで しっか りと取 り組 む

ことがで きて いた。

・ つ ‐つの数量が何 を表 しているのか言葉で書 き込 む習慣 を身 に付け させた ことで ,

等 しい数量関係 を見付 ける手立て とな った。

〔課題〕

・ 振 り返 りの練 習問題 2に な る と, 1種 類の 文字 を使 って 2つ の数量 を表す ことはで

きなか った り,立 式で きなか った りす る場 面が見 られた。等 しい数量関係 を見付け

るための見通 しと して,一 度言葉で方程式 をつ くってか ら,一 つ一つの言葉が表す

数量を文字や数 を組み合わせ て立式 させ る ことが必 要だ つた。

! 。自力解決の場 面で,(15-x)を 導 き出せた生徒が少なか った。教師側 か らの補助説

1 明 を もう少 し早い段階 で全体 に行 い, 自力解決のための ヒン トとす る必 要があ つた。

(2)考 え ,表現する場の工夫

〔成果〕

・単元 を通 して ,図 や 表な どを用 いて条 件 整理 の方 法 を交 流 させ て いたた め,一 人

・人 自分 に合つた方法で条件整理 を行 い,方 程式 をつ くる上で どんな数量が必 要に

な るのか見通 しを もつ ことがで きた。

・ 他 の人の考 え を聞 いて理解 した生徒 に, もう 一度 自分の 言葉で説明 させ る ことは ,

その後の振 り返 り問題 にお いて 自力で解決す る ことにつなが った。

〔課題〕

。自分 に合 った方法で条件 整理 して いた ものの.必 要な数 量を文字や数 を組み 合わせ

て表す ことがで きず ,思考が止 まって しま う場面が見 られた。

・ 白力解決 を促すため に も,生 徒 に説明 させ る場面 を増やす必要があつた。
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mと の出舎いをもとに
―

できる間■の国
による事-0奥 目的研究

～日常生活における現象を科学的に探究する間■解決学習の工夫～

(中 学1年  理科 単元名「1光 青 力 1章  光とその性質」 全 11時間 )

増毛町立増毛中学校 大 石 ■ 之

:ま じめ に

(1)単元について

小学校第 3学年において,鏡ではね返つた光はまっすぐに進むこと,虫めがねで光を

集めることができることを学習している。 しかし,それ らの現象と物体の見え方につい

てまでは学習していない。

本単元では,光や音.力 といった生徒にとって身近な物理現象に関する実験や観察を行

い,そ の結果から規則性や性質を見いださせたり,再認識させたりすることで,生徒の

興味関心を高めるとともに科学的な見方や考え方を養うことをね らいとしている。

本単元は,中 学校理科における最初の物理領域の学習であり,物理を学ぶ意欲付けを図

る上で重要な位置を占めると言える。特に光の学習は, 日常生活との関連が深く。興味・

関心をもたせやすい。そ こで,「 ものが見える」 という現象と反射や屈折の規則性 ,

凸レンズのはたらきを結び付けながら学習を進める。 「鏡に映 らない人がいるのはなぜ

か」 「レンズ越 しに見た鉛筆がずれて見えるのはなぜか」といった疑間を生徒に抱かせ ,

既習事項を基に自分なりの考えをもって学習を進めさせる。そのためには,定量的な測

定実験で終わるのではなく, 日常生活における光の現象と実験との間につながりをもた

せることが必要である。その中で.グループでの話し合いや自分の考えを書くといった

活動を通して,自 らの思考の流れを実感させながら,科学的に探究していく力を養いたい。

2 研究の観点

(1)指導計画の工夫

本単元では,「事象との出会い」を大切にし,生徒が必要感をもって課題追求できる

ような日常生活とのかかわ りのある問題を設定 し,体験的な知識や既習事項を基に予想

や仮説を立てさせた。それによって目的意識をもった実験を行い.結果と自分の予想や

仮説を比較させることを通 して,事象の規則性や原理を一般化できるようにした。 この

ような学習活動を進めることで,生徒の科学的に探究する力を高めることができると考

えた。

単元の前半では,光 の直進や物体の見え方といつた本単元の軸となる現象を体験的につ

かませることとした。その後,鏡に映る像に着目させ,物体で反射 した光が鏡の表面で

どのように反射 して目に届いているのかを目べる実験を行うことで,光 の反射の規則性

をつかむだけでなく,鏡 に映る像 との関連が明確になると考えた。単元の後半では,ガ
ラス越 しに見える物体がずれて見えるという現象や凸 レンズによる物体の見え方から,

物体から出た光の道筋と像の位置関係を目べさせることで,屈折による物体の見え方や

凸レンズのはたらきを見いださせた。
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このように,単なる定量的・定性的な実験ではなく, 日常生活や問題との関連を図っ

た実験を中心 とすることで,科学的に現象を探究する力を身に付けさせるとともに,光
線の作図といつた基礎的な技能の定着を目指 した。

(2)考 え=嚢理する場の工夫

単元においては,「全身を映す鏡の大きさは ?」 「鉛筆の像はどこに見えるか ?」 な

ど,問題に対 して予想をさせ,そ こから意見交流をもとに仮説を立て,正 しいかどうか

の実験を行わせた。 このとき,文章や図など, 自分にあった方法で考えを記述させるよ

うにし,学習前の自分の考えを明確にもたせるようにしていった。 しか しなが ら,小学

校の既習事項だけでは予想や判断がつかない場合も考えられるため,問題によっては予

想の選択肢を与えるなどして,生徒が目的意識をもって実験に取 り組めるように配慮 し

た。考察時には, 自分の予想や仮説と結果を比較 し,既習事項との関連を図りなが ら考

えることで,よ り具体的な考察を書くことができると考えた。また,グループやペアで

のノー ト交換や意見交換といった交流活動を取 り入れ,自 分と他者との考えを比較する

ことで,自 分の考えの明薇化や深化を図つた。

本時では,ガ ラス越 しに見えている鉛筆がずれる現象を,鉛筆から出た光の道筋を調

べることによって考察 した。はじめに,像 のできる位置をもとに光がどのように目に届

くのかを考え,「物体が見えるということは,物体から出た光が目に届いている」 とい

う既習事項を活用 しなが ら光の道筋の仮説を立てた。 この仮説を基に実験を行い,鉛筆

から出た光がどのような経路で日に届 くのかを調べ,考察の場面では,結果に基づいて

光の進み方をまとめさせた。 これにより空気中か らガラスに入射するときに「屈折角よ

りも入射角が大きくなるJよ うに屈折し,ガ ラスから空気中に光が入射するときに 「入

射角よりも屈折角が大きくなる」ように屈折することが,実際の鉛筆の位置よりも左に

ずれる原因と結詢付けることができると考えた。

3 単元の目標

光の反射や屈折の実験を行い,光が水やガラスなどの物質の境界面で反射するときの

規則性を見いだすとともに,凸 レンズのはたらきについての実験を行い.物体の位置と

像の位置および像の大きさの関係を見いだし。これらの事象を日常生活と関連付けて科

学的な見方や考え方を養う。
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4 M 「E
次 時 主な学習活動0 生徒の様子・ 【評価規準】と視点

第

１

次

光

の

直

進

1

レーザーポインターから出た光はどのような道筋で

物体に届くのか。

0レーザーポインターの光の点を見る。

Ｊ
ヽ
■
１
日
１

視点 1

指導計画の工夫

雲の隙間か らの 日差 しと同 じで まっす ぐに進む。

実験

レーザーポインターから出た光を線香の煙の中に通

し,光の道筋を確認しよう。

まとめ

レーザーポインターや懐中電灯,太陽などの光はま

っす ぐに進む。 これを光の直進 という。図に表すと

きは,光線 という直線を使 う。また,自 ら光を出す

物体を光源 という。

実験

暗室で人形を見つけよう。

問題

「物体が見える」 とは どういうことだろ うか。

光があるか ら。   ・

反射 した光が目に届 く

当たった光が反射するから。

か ら。

まとめ

「物体が見える」とは,光 源か ら出た光が物体の表

面ではね返 り,日 に届くことである。

視点 1

指導計画の工夫

【知識・理解】

物体が見える理 由を理

解することができる。

(観察 )

第

２

次

光

の

反

射

2

1言:I芳貫]源L泉 2墨倉:;景 lこ

映すには, どの
|

視点 1

指導計画の工夫

身長と同じくらい。

身長よりも大きい。

身長の 3分 の 1。

身長よりも小さい。

身長の半分。

演示実験

鏡 の前に立 って実際 に どの くらいの大 きさが必要か

調べよ う。

およそ半分の長さがあれば鏡に映った。

鏡と自分の距離を変えても変わ らない。

まとめ

全身を鏡に映すには,身 長の半分の長さが必要だ。

鏡 との距離が変わっても,必 要な鏡の長さは変わ ら

ない。

【関心 。意欲・態度】

必要な鏡の大 きさに躙

味をもち,進んで調べ』

うとする。

〈観察 )

l
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3

4

O自 分の足から出た光は,

・鐘で反射し,日 に届く。

どこを通 つて 目に届 くのか。

問題

体の各部分か ら出た光は, どのような道筋で日に届

くのだろうか。

【予想】

【仮説】

足下から出た光は,鏡で反射 し

て図のように日に届くだろう。

実験

鏡で光を反射 させ,光がどのように進むのかを調べ

よう。

どの光も,入 つた角度と同じ角度で反射 している。

まとめ

光は入射角と反射角が等 しくなるように反射 して目

に届いている。 このような反射の仕方を反射の法則

という。

|コ猥の像はどこに見えるのだろうか。      J

メ
ヨ
Ｔ
、
ｌ
ｌ
ｌ

【技能】

鏡 に当た つた光の道

"を調ぺ る実験 を的確 に

行い。結果を記録するこ

とができる。

(ノ ー ト)

【思考・表現】

実験の結果か ら,光の頒

射の規則性を見いだ し,

推論 している。

(発 言,ノ ー ト)

視点 1

指導計画の工夫

【予想卜鏡の中に見える。  ・鏡の奥の方に見える。

【仮説】・鉛筆の像は,鏡の奥の方に見えるだろう。

実験

鉛筆の像の位置を調べよう。

実習

鉛筆の両端から出た光を作図 しよう。

像は鏡の面とはさんで向こう側にできている。

対称の位置にできている。

まとめ

物体の像は,鏡 の面をはさんで対称の位置に見える。

0人の日は光が直進してきているようにとらえること

にもふれる。

O乱反射という言葉を知る。

【技能】

鏡 に映 る虚像 を作図リ

ることができる。

(観察.ノ ー ト)

【知識 。理解】

像のできる位置 を理

"することができる。

(発言 )

F
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第

３

次

光

の

屈

折

5

６

本

時

①～③のように光を当てる

と, どのように進むのだろう

か。

【予想】

そのまままつすぐ進む。

空気とガラスの境目で光が折れて進む。

【仮説】

光を図のように進めると,光は折れ曲がって進む札
ろう。

実験

光をガラスに当てて,進み方を調べよう。

空気とガラスの境日で曲がる。

①と②に入射角や屈折角の大きさが違う。

0鉛筆をガラス越しに見ると途中からずれて見える現

象を確認する。

問題

なぜ.ガ ラス越 しに見えている鉛筆は左にずれてい

るのだろうか。

まとめ

屈折 → 物質の境界面で光が折れ曲がる現象

①空気からガラス ②ガラスから空気

入射角 > 屈折角 入射角 < 屈折角

一　　囲レーザー光線の道節を正

確に記録することができ

る。

(観 察)

【知臓 。理解】

屈折の規則性 を理解する

ことができる。

(ノ ー ト)

指導計画の工夫
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7

【仮説】

光は図のようになり,人から見れば像の位置は実物

よりも左にずれるといえるだろう。

実験

鉛筆か ら出た光の経路を調べよう。

光が折れ曲がつた。

像か ら光が直進 しているみたいだ。

○鉛筆が左にずれて見える理由を考え,記述する。

Oずれて見える理由を交流してまとめる。

まとめ

鉛筆か ら出た光は,ガ ラス面で屈折 して目に届 く。

このとき,光 は,実際の鉛筆の位置よ りも左側か ら

光がくるので左にずれて見える。

【思考・表現】

実験の結果か ら,鉛筆の

見え方について考え,表

現 している。

(観察, ノー ト)

視 点 2

考え,表現する場の工夫

り 指導』暑力工夫
屈折する。

屈折角が 90° を超 えた らどうなるだ ろう

演示実験

水中か ら空気中への光の道筋を調べよう。

まとめ

入射角を大きくすると,光 は全て反射する。 これを

全反射という。

0全反射を利用したものを確認する。

【関心・意欲・態度】

全反射 の現 象に興味 を

もち,進んで調べようと

している。

(観察 )

第

４

次

　

凸

レ

ン

ズ

と

そ

の

9

10

8 O凸 レンズ,光軸,焦点.焦点距離を確認する。

O太陽の光で紙を燃やす。

O凸 レンズを通る光の道筋を実際に確認する。

O凸 レンズによる実像と虚像を実際に確認する。

問題

凸 レンズによる 2種 類の像 は,そ れぞれ どんな とき

に見えるのだろ うか。

物体が遠いと実像ができる。

物体が近いと虚像ができる。

【知識 。理解】

凸 レンズの焦点や焦点

距離,凸 レンズを通る光

の道筋を理解できる。

(発言,観察 )

指導計画の工夫
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は

た

ら

き

実験

物体の位置をレンズに近づけなが ら,で きる像を調

べよう。

物体が遠いと像は小さい。

物体がかな り近いとスクリーンに像ができない。

レンズ越 しに見ると,像が大きいことがある。

まとめ

実像は物体が焦点の外側にあるときにできる。像の

向きは上下左右が逆向き。物体をレンズに近づけて

いくと像は大きくなる。虚像は物体が焦点の内側に

あるときにできる。凸 レンズか ら物体をのぞ くと,

実物よりも大きく見える。

O実像と虚像の作図を行う。

O実像と虚像が利用されている製品を知る。

視点 2

考え,表 現する場の工夫

【思考・表現】

凸 レンズによってでき

る像を調べ,結果から分

析 して解釈 し,自 分の考

えを表現 している。

(ノ ー ト)

【技能】

凸 レンズによる実像 と

虚像 を作 図す る ことが

できる。

(観察 )

5 枷 鶏

(1)本時の目標

0屈 折による光の進み方から鉛筆がずれて見える理由を考察することができる。

(科学的な思考・表現 )

(2)本時の晨口 (6/11)

学習の活動 (0教師の発問     ヮ=コ
生徒の反応 ) 【評●規準】と視点.支援○

問

題

把

握

３

分

0鉛筆を斜めからガラス越しに見た実際の映像を見せる。

問題 なぜ,ガ ラス越しに見えている鉛筆は左にずれ

ているのだろうか。

0鉛筆か ら出た光がガラスを通つて目に届 くことと,で き

る像の位置が左にずれていることを図で確認させた。

視点 1

【指導計画の工夫】

日常 で何 気 な く見

て いる現 摯の不思 議

さに気付かせ,生徒の

学 習 に対 す る必 要感

を高めた。

0実物投影機で現象を確

認 させ た。
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予

想

仮

説

６

分

IttII菫::菫鷲1渤董

^IttIIIiIII
O鉛筆から出た光がどのような経路で日に届くかを考え

させ,全体で予想と仮説を交流した。

船筆の位置からレーザー光線を目に向かつて進ませる

と図のようになり,人から見れば像の位置は実物よりも

左にずれるといえるだろう。

光は屈折しそうだな。ど

のように屈折するかな?

光の道筋と像との関係

はどうなるのかな?

生徒の予想

視点 2

【考え.表現する●の工夫】

像 の位 置 と物 体 が

見 え る仕 組 み を もと

に,物体か ら出た光が

どの よ うに進 む のか

を考えさせた。

0前 時の屈折の規則性を

振り返らせた。

実

験

15

分

【実験】

0プ リントにガラスを置き,レ ーザー光線をななめから当

てて光が日に届く場合を探し,日 に届いた場合の光の道

筋を記録させた。

目に届かない場

合もあるね。

空気からガラスに入射す

るときとガラスから空気

に入射するときでは屈折

の仕方が違うよ。

視点 1

【指導計画の工夫】

問題 に挙 げ られ て

い る船筆 とガ ラス の

位 置関係 をそ の まま

再現 し,そ の中で光の

進 み方 を調 べ させ る

ことで実験 と 日常 生

活 との関連を図つた。

0レ ーザー光線を直接見

な いよ うに注 意 させ

た。
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考

察

14

分

2回の屈折によってもとも

との光線より左にすれてい

るから,像 も実物よりも左

にあるように見える。

像が左にあるというこ

とは,鉛筆から出た光が

日に届いているからだ

【考察】

0結果の記録をもとに,鉛筆が左にずれて見える理由を書

かせた。

O班で交流させた。

0支援を要する生徒への手立て

。光の進み方と角度の名前を確認 した。

・入射角と屈折角の大きさを比較 し,ど のよう

ているかに気付かせた。

・ 反射による像が見える理由を確認させた。

・考察の穴埋めプ リン トを活用させた。

に屈折 し

視点 2

【考え.表現する場の工夫】

物 体 が 見 え る原理

と屈折 の法則 を も と

に,日 常生活における

身近な現 象 の原理 に

ついて,根拠を明確に

しなが ら考えさせた。

【思考・ 表現】

実験の結果か ら,屈折

による船筆の見え方に

ついて考え,表現 して

いる。

ま

と

め

10

分

【まとめ】

0考察を発表し,

0発表内容から,

全体で交流 した。

教師側でまとめを行った。

′

ヽ
♪
燎

光は,実際の00筆 の位置よりも左側からくるので左に

ずれて見える。

ガ ラス      ｀ヽ
、、

0実物投影機で発表させ

た。
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6 成 果 と暉 ■

(1)指導計目の工夫

〔成果〕

・ガラス越 しに見える鉛筆がずれて見えるという「事

象との出会い」を大切にすることで,生徒の学習意

欲を高め,必要感をもって課題追求を行うことがで

きた。

・単元を通 して 「事象との出会い (問 題)→予想→仮

説→観察・実験 (結果)→考察→まとめ」 という学

習展開を繰 り返すことで,授業と授業につなが りが

でき,生徒が光の性質に着日しなが ら科学的に探究

することができた。

〔課題〕

。取 り扱つた事象は生徒の関心を引いたが,日 常生活

との関連が曖味だったため,体験的な知識の活用が

難 しくなつてしまった。

(2)青 え,豪現する場の工夫

〔成果〕

。事象との出会い く問題)→予想→仮説→観察 。実験

(結果)→考察→まとめと段階を踏んで進めていく

ことは,考 える力を育成することに有効だった。

・考える場を 1単位時間の中でしつか りと確保した上

で,小グループでの交流や全体での交流を取 り入れ

たことで,屈折による物の見え方の理解が深まった。

〔課題〕

・考えて書く場面が多くな りすぎてしまい,何が重点

なのかが明薇になっていなかった。

・実験から得 られた結果を全体で確認せず,グループ

のみの薔認にしたため,結果を正確に捉えられない

生徒がいた。 これにより,結果と考察が混同してし

まい。十分な思考に繋がらない面が見 られた。

・ 自分の考えを整理する上で,文章化は効果的な方法

だった。 しかし,内容によっては,図 を用いて回頭で説明することなどの方が重要

なこともあり,表現力を高めるためには,ど の方法がもっとも効果的なのかを考え

ることが必要である。

・考察場面で支援を要する生徒への手立てとして,穴埋め方式のプリン トを用いたが

思考のつまずきを取 り除くことができなかった。キーワー トを与えるなどの工夫を

することで生徒自身が思考するなどの工夫が必要だつた。
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『単元を買く目■活鵬を位■付けた

…

OHJの 奥目的研究
～表現力を高めるための学ヨ指導の工夫～

(小学6年  目目科 単元名「人間を見つめて 川とノリオJ

日南市立日蒻小学校 須

全 6時間 )

田   目

1 はじめに

(1)単元について

子どもたちは, 5年生までに様々な物語文を教材として,登場人物の心情や場面について考え

たり,自分の考えを交流したりする活動を行ってきている。また, 6年生では『薫風』『迷う』

で随筆ならではの工夫された表現などを考えながら読む活動を行つている。

本単元の日標は,「登場人物の心情や場面について,優れた描写を味わいながら読み,自分の

感想をもつ」ということである。『川とノリオ』は,比喩や色彩,体言止め,繰 り返し,擬人法

など様々な表現技法を効果的に取り入れた教材である。これらの表現の工夫に気付き,その効果

を考えることを通して,直接的には語られない登場人物の心情を深く読み取ることができる。ま

た,題名ともなっている擬人化された「川」とノリオの関係を考えていくことによって,主題に

対しての自分の考えをもつことにつなげることができる。

子どもたちには戦争の体験はない。登場人物の心情にすぐに寄り添うことはできないが,これ

までに学習した戦争を題材にした物語や社会科の学習を通して,登場人物の置かれた状況を把握

することはそれほど難しくはない。本単元の指導にあたっては,登場人物が直面した困難な状況

を,直接的に説明することなく表現した作者の優れた描写を味わわせたい。そのために,帯紙を

作るという言饉活動を位置付け, この物語を推薦する帯紙を作り,廊下に掲示したり先生方に見

てもらったりしようと投げかけることで,子どもたちが主体的に読みを深めていくことを目指し

た。帯紙には自分が紹介したい一文と,それについての自分の考えを載せることを伝え,そ こへ

向けて教材文をきちんと読んでいこうとする意欲をもたせたい。

2 研究の観点

(1)指導計日の工夫

本単元では,指導事項 「読むこと (工)登場人物の相互関係や心情,場面についての描写をと

らえ,優れた叙述について自分の考えをまとめること」「読むこと くオ)本や文章を読んで考え

たことを発表し合い,自分の考えを広げたり深めたりすること」を目標とした。これを達成する

ために,単元を貫く言語活動として「本をお薦めする帯紙を作ろう」を設定した。物語をお薦め

する文章を考えるためには,展開や登場人物の心情を読み取つて自分なりの解釈をすることが欠

かせない。この教材文では,登場人物の心情があまり直接的に語られていないという表現が多い。

物語の展開を追っていくためには,その表現が意味するものを想像しながら読んでいくことが求

められる。

帯紙は,短い文章で魅力を伝えるという特徴がある。そのため,自分の感想や作品のあらすじ

を長く書くような文章は適さない。短くても効果的な文章を考える必要があり,そのために本教
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材で学んだ「比喩・擬人法・繰り返し。体言止め」などの表現技法を使うと効果的であることに

気付かせていった。実際に自分がそのような表現の工夫を取り入れて文章を書くことで,言葉を

活用する力になると考えた。

「本をお薦めする帯紙を作ろう」という言語活動に取り組むためには,以下のような能力が必

要になると考えた。

①帯紙の特徴やよさ,身の回りで活用されている場面などについて知る。

②繰り返し,比喩,擬人法,体書止めなどの表現技法や色彩を用いた構成の工夫などについて,

その効果を考えながら読む。

③登場人物の心情を想像しながら読む。

④帯紙に書くキャッチフレーズと紹介文を考える。

⑤レイアウトを考え,帯紙を制作する。

③お互いに紹介し合い,よ さを見つける。

これら①～⑥の中で,本単元の指導事項と直結するのは①,②.③,④であるので, これらに

ついて重点的に指導計画の中に位置付けていくこととした。⑤については,総合的な学習の時間

や図工などでも触れていくものと捉え,⑥については継続して指導していく事項とおさえた。

①に関しては,単元を貫く言語活動の出発点となるものなので,単元の最初に教師が様々な例

を見せながら帯紙の特徴について考えさせていった。②,③については,紹介する文章を書くた

めに作品の内容やよさを知らなくてはならないという意識のもと,随所に見られる工夫された表

現とその効果,また直接的には語られない登場人物の心情についてペア,グループでの交流や全

体交流などを効果的に取り入れながら読み取らせた。④については,短い文章でよさを伝えると

いう帯紙の特徴を生かすために,教材文で学んだ様々な表現技法の中から,自 分が伝えたいこと

が効果的に伝わるような方法を選んで取り入れていくことで,活用する力を伸ばしていくことが

できると考えた。

本時においては,帯紙でお薦めしたい一文を選び,解説の文章を考える活動を行つた。その際,

帯紙に載せる文章は短く効果的にしたいということから,解説文を書き直す場面を設定した。子

どもたちは前時までで表現方法の種類や効果を学び,そこから心情や場面の様子を読み取る学習

をしてきた。本時ではそれを生かして,自分のお薦めしたい内容が効果的に伝わるように解説文

を書き直す活動を取り入れることで,表現方法を工夫する力の伸長を図ることができると考えた。

(2)考 え,喪■する場の工夫

本単元では,ま とめる段階で自分のお薦めしたい本の帯紙を作成した。ほとんどの児童が初め

て取り組む帯紙作りに向け,本から感じ取つたことを表すキャッチコピーを考えることや本の内

容を短い文章で表すことを,教材文を通して学習していつた。その過程で,教材文から学んだ表

現方法の工夫を取り入れて単文を作成したり,叙述をもとにして読み取った登場人物の心情を付

箋に書いて交流したりなど,自分の考えを文章に表した上で検討する活動を行つた。また,本教

材の特徴である表現の工夫について読み取る時間には,最後に倒置法や体言止めなど,その時間

に学習した表現技法を実際に活用して文章を考える活動を位置付けた。このように,帯紙作りに

かかわって自分の考えを書く活動を毎時間取り入れていくことで,子どもたちの思考力・判断カ

表現力を伸ばしていきたいと考えた。
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本時では,帯紙でお

“

めしたい一文を見付け,そ こから読み取れることや自分の思いを書く活

動を行った。選んだ文から読み取れることを文章で表す活動を取り入れることで,今までに読み

取つた人物の心情や場面の様子をもとに,物語のテーマについて自分の考えをもたせた。また,

自分が選んだ一文や解説文を友違と交流して意見を出し合い,考えを広げる場面を設定した。帯

紙に書く前に,自分が読み取ったことを客目的に評価してもらうことで,作品のよさがより伝わ

るような文章にすることができると考えた。

3 単元の目楓

【口心・菫歓・●慶】
。自分の選んだ本をお薦めするために,場面や登場人物の心情を想像しながら読み,帯紙作りに
生かそうとしている。

【■むこと】

・情景や登場人物の心情を想像しながら読み,優れた描写について自分の考えをまとめている。
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4 指導計画

主な学習活動○ 児童の様子 。 支援☆ 【評価規準】と視点

つ

か

む

1

時

間

①

0新出漢字の学習

O全文通読

0言葉の意味調べ,段落分け

川とノリオを紹介する■紙を作ろう

輌紙について知ろう

O帯紙の特徴について知る。

・あらすじや,本の紹介文が書かれている。

・短い文章で紹介している。

☆市販されている本と帯紙を提示しながら,その特徴や

よさについて考えさせる。

Or川 とノリオJの帯紙を作り,紹介するという単元を

通した活動をおさえる。

O紹介したい ―文を選び,それについての自分の考えを

書くという見通しをもつ。

ストーリーをまとめよう

○場面ごとに,登場人物の行動や起きたことをまとめ

る。

☆季節の移り変わりや,アスタリスク (*)が意味する

ことに着目させながら.時系列で整理させる。

O短くまとめられたス トーリーを, ワークシー トに書

く。

観点 1

指導計■の工夫

1指導辞:ニエ夫|

【読むこと】

登場人物や時代背景を文章

から読み取ることができ

る。 (ワ ークシー ト)
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工夫された豪覇の鶏票を■えよう

O情景の描写や人物の心情の移り変わりについて,直接

的に語られておらず.様々な工夫をこらして間接的に

表現しているという作品の特色に気付く。

☆物語の紹介文を書くために,作品の特色である表現の

工夫について読み解いていく意識をもたせる。

O教材文を通読し,表現が工夫されていると考えられる

文にラインを引く。

☆自分の考えを確かめたり,別な角度からの視点に触れ

させたりするため,ベアで活動を行う。

O全体で交流し,様々な工夫があることに気付く。

・繰り返し,比喩,体言止め,擬人法,色彩表現,倒置

法,反語表現など

O教科書 R96「学習のてびき」をもとに,第二段落の表

現上の工夫を取り上げ,その効果について全体で検討

する。

・ 「ススキのほが川つぶちで旗をふった」 (擬人法)

→生き生きと想像させる表現

。「サクッ.サクッ,サクッ,母ちやん帰れ。

サクッ,サクッ.サクッ,母ちゃん帰れよう。」

(繰 り返し)

→強調している. リズム感

・ 「へいけがにのように」 (比喩)

→詳しく想像させる表現

。「何が言えよう。」 (反語)

→気持ちを強調させる

。「ザアザアと音を増す川のひびき。」 (体言止め)

→強調する,歯切れよく終わる。

☆前後の文や文脈に着目させたり,表現の工夫をした場

合としていない場合を比較させたりしながら考えさせ

る。

O他の表現上の工夫について,その効果を考え, 自分

りに考える。

O作品の特色である「場面や心情を,様々な表現方法を

使つて書いている」ことをワークシートにまとめる。

O心に残った文にラインを引く。

【読むこと】

表現の工夫に注目し,そ

の効果を考えながら読むこ

とができる。 (ワークシー

ト)

欄慮2
●え,農現する燿の

工夫

観点2
●え,凛覇する月の

工夫
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追

究

す

る

４

時

間

③

④

しいちやんや母さんの気持ちを●えよう

Oし いちゃんの心情が読み取れる文章にラインを引く。

・へいけがにのように, ぎゅっとゆがむ

・節くれだった手が,ぶるぶるふるえて

○表現の工夫とその効果,読み取つたじいちゃんの気持

ちを考えてカードに記入する。

O全体交流で確認する。

O母ちゃんの心情や気持ちの読み取りは個人で取り組ん

だあとペアで交流させる。

O心に残つた文にラインを引く。

【読むこと】

登場人物の心情を想像しな

がら読むことができる。

(ワークシー ト)

ノリオの心の働きを■えよう

O「また,八月の六日が来る」の場面の中から, ノリオ

の行動が書かれている部分に線を引く。

「ノリオの世界はうす青かつた」という文は,何

を表しているのだろう。

・母ちやんも父ちゃんもいなくて寂しい。

・悲しい思い出が青い色に表れている。

Oう す青い世界は何を象徴しているのかを考える。

O全体交流で確認する。

「青いガラスのかけらを,ぼんと川の水に投げ

てやつた」とは, ノリオのどんな気持ちを表し

ているのだろう。

ノリオは, どんな気持ちでやぎつ子と取つ組み

合っているのだろう。

草を刈りながら, ノリオはどのような気持ちで

いるのだろう。

Oワークシートに記入してから, 4人グループで交流す

る。

Oノ リオの心境をまとめる。

O心に残った一文にラインを引く。

【読むこと】

登場人物の心情を想像しな

がら読むことができる。

(ワークシート)

観点2
■え,豪現する月の

工夫
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追

究

す

る

４

時

間

⑤

本

時

“

橿でお■めする―文を見付けよう

O一文を探す際の観点について考える。

‐

O帯紙で紹介したい一文を選ぶ。

O選んだ一文から読み取った,自分の思いを文にす

る。

O表現方法の工夫を取り入れながら,効果的に伝わる

文章に直す。

O交流を行い,考えを広げる。

交流のポイント

①選んだ一文や。作品全体のよさが伝わって

くる文章になっているか。

②表現方法が工夫されているか。

観点2
●え,猥用する用の

工夫

視点 1

相椰計菌の工夫

【読むこと】

叙述から読み取れることや ,

文のよさについて自分なり

に考えをもつことができる。

(ノ ー ト,発表)

ま

と

め

る

　

１

時

間

⑥

「川とノリオJを超介す0帯燿を作ろう

0今まで書いてきたあらすじや,お薦めしたい一文を

配置しながら,実際に帯紙を制作する。

O作った帯紙を交流し,よ いところを取り入れて手直

しする。

【関心・意欲・態度】

前時までに読み取つたこと

などを生かして,自分の思

いが伝わるように帯紙を制

作している。 (制作物)

5 相 嗅

(1)本時の目椰

0優れた叙述について自分の考えをもちながら読むことができる。

0本や文章を読んで考えたことを交流し,考えを広げることができる。
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(2)本時の晨口 (5/6)

段
階 ○児童の活動 ☆教師の働きかけ 【辞薔規準】と視点

O支援

導

入

　

　

Ｒ
）

分

O前時のふり返り

☆単元の全体図で,帯紙で紹介する一文を選ぶことを確認した。

錮介したい文について=自分の■えを●こう

O掲示物をもとに前

時のふり返りを行

った。

展

開

３

５

分

O以前の学習をふり返り, 帯紙に載せる一文を選ぶときの視点を

確認した。

:錮介す0文を目ぶ視慮

8・ 登場人物の気持ちや場面の様子がよく表れている文 3

三・自分の体験から,心に響いた文          :
:・ 気持ちや場面が大きく変わる文          :
三。物語の主題が表れている文            :

0ラ インを引いた中から,帯紙で紹介したい 文́を選ばせた。

0友達の考えを聞き,全体交流

への意欲を高めるため,近 く

の人と交流をさせた。

「サクッ,サクッ.サクッ.

母ちやん帰れ。サクッ.サク

ッ.サクッ.母ちゃん帰れよ

う。」のところがノリオの気

持ちが表れているよ。

戦争のひどさや悲しさが伝わ

るから,「へいけがにのよう

にぎゅっとゆがむ」というと

ころを選んだよ。

物語の内容が分かりやす

く伝わるから, この文が

ふさわ しいのでは ?

だんだん盛り上がっていく

から,こ こにしようかな。 【読むこと】

叙述から読み取れ

ることや,物語の

主題について自分

なりに考えを持つ

こと力
'で

きる。

(ノ ート・ 発表)
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O全体交流で選んだ文を発表した。

「何もかもよくしてくれる

母ちゃんのあの手」という

ところです。

0その一文から読み取つたことを文章にまとめた。

0実際の本についている帯紙を紹介し,短い文章で分かりやすく

本の内容を紹介していることを確認した。

この文章で使われてい

る技法は何だろう ?

0今までにこの学習で学んだ表現技法を使って,短 く分かりやす

い解説文を目指して書き直した

「母ちゃんは広島で焼け死んだという。 ノリオたちが何に

も知らない間に。」という文から, ノリオやしいちゃんが

それを知ったときの悲 しさが強く伝わってくる。

倒置法だ。体言止め

も使っているよ。

「ノリオは,周 りで起こっていることなんて全く知らないで

川で楽しく遊んでいる。」のところを,「ノリオは何も知ら

ない。身の回りで起こつていることなど」にしよう。

観点2
●え,凛理する

日の工夫

選んだ文から読

み取れることを文

章で表す活動を行

うことで,今まで

に読み取つた人物

の心情や場面の様

子をもとに,物語

のテーマについて

自分の考えをもた

せようとした。

観点 1

拍●計目の工夫

今までに学習し

てきた表現方法の

工夫とその効果を

考えながら,実際

に使う場面を設定

することで,再び

作品の優れた叙述

に目を向けさせよ

うとした。
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教室の 角に集ま ,て 交流 した。

交流のポイン ト
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6 成 果 と課 題

(1)指導計画の工夫

〔成果〕

・ 「帯紙を作る」という目的をもって教材文を読ま

せ,単元全体を通して紹介したい文に線を引きな

がら学習を進めたことで,一人一人が自分なりの

考えをもつことができた。

・帯紙という方法で読み取ったことを伝える形にし

たことで,紹介文を書くにあたって短く効果的に伝えなくてはならないという必然性が生
じ,教材文で学んだ表現技法を活用 して書かせることができた。

〔課題〕

・ 自分の考えを表現する力が十分に育つていなかったため,何を書けばよいか迷ってしまう

子どももいた。活用力の土台となる基礎的な力を高める必要がある。
・ rど もたちの考えをさらに深めるために,事前に

紹介したい一文は決めておき,本時はその文につ

いての自分の考えや解説を考えるところに時間を

かけてしつくり取り組む必要があった。

・全体交流では, どうしてその一文を選んだのか,

それぞれの思いを事前にはっきりさせておけば ,

その後の解説文を書きやすくなった。

(2)考 え,表現する場の工夫

〔成果〕

・教材文の内容や表現技法の読み取りで,単元を通して繰り返し自分の考えを文章で表現 し.

交流する活動を取り入れたことで,自 分の考えを分かりやすく表す力がついてきた。
・ 「帯紙を作る」という言語活動を行うことを最初に子どもたちに伝えたことで,何のため

に教材文を読むのかという目的意識をもって取り組ませることができた。

〔課題〕

・よく書けている子どもの文章を全体に紹介したり,

発表をさせたりする活動を取 り入れることで,よ
り豊かな表現を目指す必要があった。

・全体で共通の一文を決め,それについての解説文

を考える活動を取り入れると,子どもたちがもっ

と考えやすかった。
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研究の成果と課題について

今年度は,「 活用力を向上させる学習指導の実践的研究」のもと,昨 年度の算数・数学科

における成果 と課題をふまえ,理 科,国 語科において理論研究を行い,活 用力を向上させ

るためにはどうすればよいか研究 を進めた。そ して,算 数・ 数学科。理科,国 語科で研究

協力校・研究協力員による検証授業をそれぞれの教科 1本 ずつ行つた。

各視点の成果 と課題については,以下のように明 らかにすることができた。

算数・数学科

方程式の学習において,活 用力を伸ばすために問題に出て くる数値がどのような

意味合いをもち,な ぜその等式が成 り立つのかを考えさせることが重要である。そ

のために単元を通 して数量が何を表 しているのかを言葉で書き込む習慣 を付けさせ

るように一貫 して取 り組んでいくこととした。その結果,文 章問題を解 く手順が子

どもに浸透 し,段 階的に難易度を上げた振 り返 り問題でもその手順に沿つて解決す

る姿が見 られた。 このように,数 量の意味合いを考えさせることを一貫 して指導 し

てい くことは,活用 力を向上 させ る一つの方法 として有効である ことが明 らかに

なった。

1単 元 を指導 して い く上で, 1単位時間 ご とに目標が定め られて いる。そ の 目標

を達成す るため に,ど のよ うな ことを既 習 として活用 し,本 時では どのよ うな 力を

身に付 け させな ければな らな いか を,指 導者がお さえて指導 して い く必要がある。
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理科

日常生活に関わ りのある問題だけでな く,事 象との出会いを工夫することで子 ど

もたちに大きな驚きが広が り,ど うなっているのか調べようという意欲を高めるこ

とができた。 また,問 題解決的な学習を進めることで.一 人一人が仮説を検証する

ために実験 に取 り組み,解決をし,結 果か ら考察 していく中で既習事項を活用 し事

象の原因を解明 しよ うとしていた。

事象 と実験 と結果 を既習事項 と結び付けて考え られるようになるには,繰 り返 し

指導 していかなければな らない。 どのような手立てや指導展開を行えば,そ れ らを
スムーズに結び付けていくことができるのかを考える必要がある。

国語科

「指導事項」 「単元を貫 く言語活動」 「教材文の指導」のつなが りを意図 し,教
材文の指導で培われた ことを言語活動に生かすように計画 した。そのため,子 ども
たちは目的をもって教材文を読む ことができ,本時 「帯紙にのせる一文を選ぶ」活
動でも。 「川 とノリオJの優れた表現 を一文に選ぶ ことができていた。

国語科における学習指導要領の指導事項は,単 元で育成されるものではな く年間
を通 して育成 されていくものである。そのため,年 間を通 してどのように育成させ
ていくかを見通 した指導が必要である。 また,単 元の中でも 1時 間ごとの目標が ど
のようにつながっているのかを指導者は意識 して,指導 していく必要がある。

-64-



算数・数学科

方程式の活用では,問 題文を把握 し,正 確に方程式をつくらせることが大切であ

る。そのため,図 や表などを用いて条件整理をさせる活動を行つた。その結果,思

考の流れをはつき りさせ,筋 道立てて考えさせることができた。

また,綸 理的な表現力を育成するために,同 じ考えであつても式を答える子 ども

と説明する子どもを変えた り,他 の人の考えを聞いて理解 した子 どもに繰 り返 し説

明する場を設けた。 また,説 明するときには,相 手にわか りやすい説明や正 しい数

学の用語を使 つた説明をさせてきた。そのことによ り説得力のある説明を子 どもが

少 しずつ意識 して行 うようになってきた。

情報を整理 した後,問 われている数量を求めるためにどのよ

かができずに,思考が止まって しまうような場面が見 られた。

を他者に説明する場面を継続的に行い,思考 し,表現するとい

がある。

うに立式すれば よい

子 どもが 自分の考 え

う活動 を増やす必要

理科

「事象 との出会 い (問 題)→ 予想→仮 説→観察 。実験 (結 果)→ 考察→ まとめ」

と段 階 を踏 んで思考 し,表 現 して い くことは,筋 道 立てた考 え方 をさせ るのに有効

的であつた。 また,考 える時間 を しっか りと確保 し,小 グループでの交流か ら全体

への交流へ とつなげて い くことで学習内容 の理解 を深 め る ことがで きた。

自分の考 えを整理す る上で,文 章化 は効果的な方法だ つたが,内容 によ つては ,

文章だけでは伝わ りに くい もの もあ る。 図 を用 いて説明す るな ど,場 面に応 じて図

や文章 を組み合わせなが ら効果的 に表現す る方法 を考 えてい く必 要が ある。
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国語科

「帯紙 をつ くるJと い う言語活動 にむか って,教 材文の指導 の中で繰 り返 し書 く
ことで表現 し,交 流 を して い くことは,思考 力・ 判断 力・ 表現 力を高め, 自分の気

持 ちを表現 で きる子が多 くな り,有 効な活動 とな った。

考えを深 め,よ り表現 を豊か にす るために交流が 重要な役割 を担 って くる。 1単
位時間の指導 を考 えた ときに どのよ うな 目的で, どのよ うな形で交流 をさせ るのか
を指 導 者が考 え る必 要が あ る。 また.そ の ときには ,子 ど もた ち に分か りや す い
「交流 の視点」 を示す必 要が ある。そ うす る ことによ り,表現す る内容が よ り豊か
にな る と考える。
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・小学校学習指導要領

。中学校学習指導要領

。国語の活用力を育てる授業

・算数の活用力を育てる授業

・わかる小学校理科授業 入門講座

・問題解決の授業をどうつくるか

。必ず PISA型 読解力が育つ七つの授業改革

・論理的思考力を育てる 算数×国語の授業

・小学校国語B問題を授業する

。言語活動の充実に関する指導事例集

・数学的な考え方の具体化と指導

・算数のキーワー ドと高次の学力を育てる指導

・全国学力・学習状況調査の 4年間の調査結果から

今後の取組が期待される内容のまとめ (小学校編)

。全国学力・学習状況調査の 4年間の調査結果から

今後の取組が期待される内容のまとめ (中学校編)

西村 佐二 著

坪田 耕三 著

村山 哲哉 著

日置 光久 編

有元 秀文 著

田中 博史 編著

大熊 徹  編著

片桐 重男 著

片桐 重男 著

田中 耕治 著

今日国語授業研究会

筑波大学付属小学校国語研究部 編著

国立教育政策研究所 教育課程研究センター

国立教育政策研究所 教育課程研究センター

文部科学省

文部科学省

光文書院

光文書院

文漢堂

明治図書

明治図書

明治図書

明治図書

文部科学省

明治図書

明治図書

ぎょうせい

東洋館出版社

学文社

明治図書

・パフォーマンス評価

思考力・判断力・表現力を育む授業づくり

・読解力を高める表現力を高める

国語授業のつくり方

・ 「言語活動」を生かして

確かな「国語の力Jを身につけさせる      科学的『 読み』の授業研究会 編

・単元を貫く言語活動の全てが分かる !

小学校国語科授業&評価パーフェクトガイド        水戸部 修治 著

-67-



苫前町立古丹別小学校 (共同研究担当 :安 藤 俊 介)

増毛町立増毛中学校  (共同研究担当 :大 石 晴 之)

日繭書内教育研究所

須 田

佐 藤 秀 斗

伊 東 裕紀子

高 本 加奈子

(留萌市立留萌小学校 )

(天塩町立天塩小学校)

(留萌市立北光中学校 )

(初山別村立初山別中学校)

中 村 延 広

中 村 弘 樹

豊 崎 東 洋

中 野 恵 輪

會 田 匡 啓

本 山 裕 一

小 山 俊一郎

石 塚 洋 子

青 木 智 子

所   長

主任研究員

研 究 員

事 務 員  接 田 由 番
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―
        あとがき ◆

― ―
今年度は,昨年度立ち上げた研究主題 「活用力を向上させる学習指導の実践的研究」の

もと国語,算 数・数学,理 科の 3教 科で研究を進めてまいりました。昨年度の反省か ら視

点を 「指導計画の工夫J「考え,表現する場の工夫Jと いう 2つ に変更 し,研 究協力校 ,

研究協力員による検証授業を行つてまいりました。

今回,そ の成果 と課題 を『研究紀要』第 19号 としてまとめることができました。 これ

もひとえに,共 同研究推進のためにご尽力いただいた研究協力校 と研究協力員の皆様方 ,

そ して今年度検証授業を提供 してくだ さった,増 毛中学校.初 山別中学校,留 萌小学校の

ご理解 とご協力によるものと心よ り感謝申し上げ ます。

また,紀要発行 にあた り,各 関係機関にも多大なお力添えをいただきましたことに対 し

まして も,重 ねてお礼申しあげ ます。本書を多 くの先生方に読んでいただき,校 内研究や

口人研修。 日常の授業実践においてご活用いただければ幸いです。

来年度は,本研究のまとめの年にな ります。 2年 間の研究の成果と課題を踏まえた上で ,

3年 次の研究に取 り組み,多 くの成果が得 られるように努力してまいります。今後 とも当

研究所に対 しまして,変 わ らぬご指導 とご協力のほど宜 しくお願いします。

平成 26年 3月

研究紀要 第 19号

確かな事力をはぐくむ撃目指尋の奥目的研究

平成 26年 3月

留 萌 管 内教 育研 究所

〒077-0033 留 萌市 見晴 町 2丁 目 27番 地

Tel・ Fax (0164)42-2635(直 )

E― lla i l  rukenOeducet.plala or.jp

U R L http://acadelnic3.plala or.jp/ruken/

所長 中村 延広

白口印刷株 式会社

〒077-0044 留萌市錦町2丁 目3-20

Tel (0164)42-1111
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